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新しい国有林像形成の

本番を迎えて

てづかへいさぷろう

手束平三郎
林政総合調査研究所理事長

盆03-3813-8075

はじめに

A:国有林問題はどうやら正念場だね。ずいぶん世論の関心が高まっている。

B:もう1()年前になるが，本誌上で『新しい国有林像形成の試み』について君と対談

したことがあった｡零
ぜい

A:そうだ。あのときは国有林が賛肉を落として組織のスリム化を達成した暁に国有

林野事業は何を目的にどういう姿を採るべきかというのが焦点だった。

B:すでに2000年度末までに1万人にするという目標に向かって着々とスリム化が

進行している。組織もその後はるかに簡素化した。国家公務員が全体として少しず

つでも減っているのは，実はほかで増えている数よりも国有林で減らしている数の

ほうが多いからなんだね。それほど一生懸命に健気に取り組んできたんだ。

A:昭和20年代よりも組織人員を絞り込むのは正にギリギリの線までの努力として

評価できるが，残念ながら累積債務は10年前の2倍以_上に膨らんでしまった。

B:それが大きく世間を騒がすわけだが，これは結局財政仕組みの問題だね。今の林

業情勢ではスリム化を遂げても黒字が望めないことはだれしもわかる。

A:黒字であることを前提にして50年前にできた会計制度を続けることは確かに無

理だけれど，原因はともあれ財政上生じた債務の処理は国民の負担に同帰する椛造

とならざるを得ないから，よほどの説得性を備えたビジョンが描かれないと制度改

訂の政治的実現が困難だと思う。

B:だからこそ今日はあらためて議論してみたい。国有林野事業は国民のためにどん

な姿であるべきなのかをね。前回にも論じ合ったように国有林のあり方は法律でう

たわれていないという沿革的な事情があるから，この際仮称「新国有林野法」案と

して国会で審議されるようなお膳立てを考えて。

A:いいね。そのお膳立ての中身について前回は陸l有林の存在意義を4区分したね。

B:あの区分案は91年に改訂された経営規程に取り入れられて訓令レベルながら従

来のものに比べれば厩l有林のイメージがわかりやすくなったのじやないか。第1

種・第2種・第3種など林地を区分していたいかにも仲間内の符･号のような呼称を

国土保全林・自然維持林・森林空間利用林・木材生産林に改めた。

A:まだ少し名前のぎこちなさが残るが僕らが新法の筋として提案した趣旨が生かさ

れたのは評価できる。それらをどうやって国民的常識にまで広げて固めていくかだ。

B:林業を理解してくれる人は残念ながらマイノリティだが，実態的にせよ観念的に

拳『林業技術』
NQ547～549(昭和

62年10月号～12

月号)を参照。
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せよ森林の価値を重視する人は今やマジョリティだ｡この点は10年前と比べて相当

前進した。時流のせいもあるが各種の積恢的なPRが確実に実を結んでいる。

A:要はみんなが大事だと思ってくれる森林が国有林でなければならないかどうかだ。

B:木材生産林は趣が違うが，そのほかの三つについては私有化を望む人はまずいな

いだろう。地域的なものの公有化論は出るだろうけれど，これは僕らが前に指摘し

たとおり本筋を構成しない。そしたら法案化について大した障害はないことになる。

A:ところが世の中そうは問屋が卸さないよ。

B:すると，それは主に法律を作る動機の問題にかかわるね。

A:そうだ。森林の認識イコール国有林の認識じゃない。変に受け取られると困るが，

今なぜ仮称「新|玉I有林野法」かといえば，それは国有林がスリム化の努力にかかわ

らず赤字で立ち行かないからなんだ。それをなんとか立ち行かせるための財政仕組

みと一体化することに主な政治的動機があることを深く考える必要がある。

B:つまり君の言うのは国有林の存在意義などを法制化するについては，それぞれが

今のままの国有林すなわち林野庁所管でよいのかどうかまでを詰めなくてはならな

いということか。

A:そのとおりだ。民営化とか他省庁移管論議をクリアーしなくちゃならない。

B:森林の林地区分をわかりやすくすると，わが国の森林の実情に疎い人々にはそれ

らをバラバラにしてもよいような印象を与えがちなことに気を付けねばならないと

前回も指摘したが，その杷憂に正面から向き合わなくちゃならなくなったのか。で

も国土保全林を建設省へとか木材生産林を民間へというのは比較的反論しやすいが，

自然維持林と森林空間利川林を環境庁へという主張が一筋繩ではゆかないな。

A:確かにそうだね。マスコミの論調にもそれらしいものを少なからず見かけるから

無視できない。特に自然保護運動をする人や団体は頭から林野庁は性悪，環境庁は

性善と決め込んでいて，不勉強な一部のマスコミが同調するから始末が悪いんだ。

B:実際は両者が協力して護っているのにね。

A:だからその実情について掘り下げてみようよ。まず自然維持林からね。僕は自然

保護林の名のほうが通りがよいように思うがそれはさておいて。

自然維持林

B:都市の公園・社寺の境内・街路樹・屋敷林などは別として，大きな広がりのある

森林はその取り扱いに熟達した人や組織によって管理されねば健全な姿を保てない。

山腹は常に降水によって浸食されるから治山を怠ればII1崩れが起こる。風害･雪害・

枯損などで倒れる木を放置すれば病虫害蕊延のもととなる。そうでなくとも森林に
尋

病虫害はつきものなんだから，その防除は不断の仕事だ。11lを診る目がなくてはそ

れが務まらない。幸いにしてわが国には落雷による森林の自然発火はないが，入山

者の失火の予防には常時気を付けねばならないし出火時の消火態勢盤備も不可欠だ。

A:アメリカの国立公園では自然火災を放置するかしないかで論争があったそうだね。

B:広荘千里の国だからそんな余裕もあるのだろうが,H本の山では到底考えられな

いね。だから自然維持林に指定されても自然の成り行きに委ねて放置してよい森林

はあり得ないということだよ。

A:一般大衆にはそれがよくわからないだろう。

B:ほったらかしておいて荒廃した有様を仁Iのあたりにすればよくわかるのだが，そ

れは管理者の技術的良心が許さないから人目につかない仕事を地道にやっている。

休業技術No.6611997.4
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I

A:要するにわが国の自然は人手をかけて守っているのだし，またそうせねばならな

いという意味か。

B:あからさまには言われなくとも大衆の求める自然はそれが厳密な意味の自然かど

うかじゃなくて，実は美しく調和の取れた自然なんだ。

A:荒廃の美というジャンルもあるんじゃないの。

B:国土が広ければそれを鑑賞する場所もあり得るだろうが#ぃ鳶れをしたければ外国
へ行くことだ。狭い島国の日本の自然にそれを求めるのは賛沢過ぎる。例えば世界

遺産になった白神山地は美しいブナ林だが，ブナの寿命は200年位だから，いずれ

台風の通過などを契機として生え変わる箇所が発生するのは必至だ。そのとき議論

になると思うが，早くブナの純林を回復しようとするならばどうしても人手が必要

だ。ササが侵入すると穴があいたままで長年月推移する恐れがある。

A:そのときは慎重に世論を間うてから手段を選ばねばならないだろうね。

B:もちろんそうなんだが，そんな場面があり得ることは今からでもよくPRしてお

かねば，いざという時に不毛の混乱が起こる。自然維持というのはただ漫然と番を

していて済むわけじゃない。

A:72年に環境庁で作った自然環境保全地区というのはどう位置付けられるの。

B:あれも国有林に網をかぶせた形だが，禁伐保安林に指定することで足りたと思う。

ただ当時は環境庁発足早々で新しく何かするという政治的要請が強かったんだ。

A:何か禁伐保安林と違う点がありはしないかね。

B:果たす機能の実態から見れば違いはないね。立ち入り禁止区域を設ける規定があ

るが国有林ならそれもできる。

A:実態として差異がなくとも観念的にはどうだ。

B:ううん。そうだ今取り上げたばかりの白神山地は世界遺産になる以前に指定され

た自然環境保全地区だが風害や病虫害でブナ林に穴が開いたときに回復のための人

手を貸すか貸さないかで違うかもしれないね。だがそんな場合には単に制度がどう

違うかじやなくて，君が言うように美しい世界遺産をどんな姿で保つかがあらため

て論議されることになるんだろうよ。

A:なるほどね。自然維持林はただ漫然と自然の番をするだけじゃなくて自然そのも

のの細磯的な危機管理態勢が伴わなくてはならないということか。

B:うまく集約してくれたね。外国ではいざ知らず，人口密度の高い山紫水明の日本

ではぜひともそうであるべきだと思う。それでこそ国有林の技術体制がそれを担う

意義が明確になる。

森林空間利用林

A:では次に森林空間利用林に移ろう。これもちょっと名前が気になる。保健休養林

とか，もっとくだけてレクリエーション林でもいいんじゃないか。

B:そんな感じだね。今は訓令だが法律や規則になるときは見直すべきだろう。それ

はともかく外国でもレクリエーションの森の世話は森林官の仕事になっている所が

ほとんどだ。

A:ただしその森林官は環境庁に類する役所の所属じゃないの。アメリカの国立公園

は農務省所管の国有林よりも歴史が古いと聞いている。

B:アメリカやカナダのような新しい国では岡立公1判と国有林とが別々にできたから

公園当局が森林を持って管理しているが，ヨーロッパの国々では一定の地域を公園

休業技術No.6611997.4
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に指定してそこの土地や森林の所有者の経済行為に規制を掛けるという方法を採っ

ている。自然公園関係の用語で前者を「営造物公園｣，後者を「地域制公園」とい

う。だから前者では公園当局に屈して施業に携わる森林官がいるが，後者では森林

や土地建物の所有者ないし営業者を監督するレンジャーがいるという違いがある。

A:その違いは僕もよく認識していなかったが一般に周知されていないね。すると戦

前にできた日本の制度はヨーロッパにならったというから後者に属するわけだな。

B:そうだ。昭和初期の国立公園法が今の自然公園法の母体だ。だから国有林は国立

公園の要所を占めているが，制度上の立場は私有林と同じで「地域制公園」の公園

管理者である環境庁の監督を受ける建前になっているわけだ。

A:なんだか屋上屋の感じだがもっと良い知恵はなかったのかな。

B:あとから公園地域を指定しようとするとどうしてもこんな形になる。でもイタリ

アでは日本が国立公園法を作ったころ，国有林の部分の公園管理を二省の共管にし

ていた。念のためだが森林管理じゃなくて,公園管理権限をだよ･国立公園の父と言

われた内務省の田村剛技師はそれにならう考えを持っていたが，当時の農林省が頑

張らなかったのでそうならなかったという昔話がある。イギリスの制度はもっと新

しいが別の工夫をしている。今は「野生生物・田園地域法」と名前が変わったが，

国立公園法が戦後にできたとき，国有林に関しては林野庁に相当する林業委員会に

公園管理者としての権限と義務を付与した。だから国有林については林業委員会が

17の森林公園を指定して国有林が自主的に公園管理をしている。スウェーデンでは

最近国有林が会社組織になってようすが変わったが，国有林が環境庁の委託で座I立

公園の管理をしていた。予算の移し替えを受けてね。

A:なるほどいろんな形があるんだな。日本では保安林は国有林が自主的に施業規制

をしているんだからイギリス式がすっきりしたかもしれないね。

B:しかし自然公園法はよかれあしかれすでに70年の歴史を持つ日本の制度として

根付いているんだから，今さらイギリス式にする主張は無理だ。国有林が現に果た

している役割の周知を図って造園的森林施業の技術分野を確立することが肝要だろ

う。

A:今は公園内の施業でどんなことをしているの。

B:例えば箱根芦ノ湖の西岸斜面はヒノキ林だが景観保全のために怠りなく除間伐を

して健全な林相を実現している。あそこに穴が開いたら東岸からの風景は台無しだ。

十和田湖岸の天然林相維持のためには常時ボートで見回りをして枯損木や風倒木の

処理を絶やさない。景色を楽しむ観光客はだれも知らないだろうけれど。また中部

山岳の高山植物群落の保全については専門学者の知恵も借りて独特の方法を誰じて

いる。単に番をしているだけじゃないんだ。ただその種の造園施業予算が今は潤沢

でない点に悩みがある。

A:先立つものがなくて縁の下の力が十分に出ないということか。でもその施業の組

織体制は大事だね。

B:国立公園の62%,国定公園の47%,県立自然公園でも32%を国有林が占めてい

る。しかもそれは量ばかりじゃなくて公園の目玉になるところが国有林なんだ。だ

から日本の自然公園の森林景観の増進いかんは一つに掛かって国有林の造園施業態

勢にあると言って過言でないんだ。

A:それにしてはあまりにも一般に関心が薄かったことが残念だ。屋上屋のような制

度に隙間があったからだよ。仮称「新国有林野法」では国有林の制度ばかりじゃな

林業技術No.6611997.4
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くて自然公園法にも国有林の施業態勢とタイアップできるような積極面を|淵く改訂

が必須だと思う。国有林と私有林との取り扱いが同じではいけない。

B:だいたい結論に達したようだね。ついでにこの際外国のようすを付け加えると，

フランスの国有林と公有林を合わせて管理する林業公社は有名なフォンテンプロ

ー・ベルサイユ・ランブイエの森などで活発にレクリエーション受け入れ活動をし

ているが，そこでは森林施業の展示にも意を用いている。国立公園の制度はまだ歴

史が新しくてあまり活発でない。ドイツの州有林では自然公園の取り扱いについて

環境庁との協議を密にしているが現場の管理は営林署が取りしきっている。

木材生産林および国土保全林

A:次は民営化論を検討しよう。これはだいたい木材生産林が対象だね。l封土保全林

と自然維持林にはまずあるまい。森林空間利用林にはときにはあり得るだろうが特

殊ケースに限られるから一般論としての対象から外してもいいだろう。行革論には

できるだけ小さな政府を実現するという大きな流れがあるから木材生産は形として

民営化になじみやすい。

B:確かにそうだが，それは受けⅢlがあってこそ言えるのじやないか。今の林業|肖勢

は実絞の催れた林業家でも自分の山で手一杯だし，相当大而職を所有している大手

の会社もじっと森林を持ち堪えているのが実情で到底規模拡大の意欲はないね。ま

してや巾小規模の森林所有者においてをやだ。まさか良いところだけの廉価なつま

み食いを許すわけにはいくまいし。

A:ニュージーランドの国有林は近年全部民間会社に経営権を処分したそうだが。

B:あれには十分な受けⅢlがあった｡それも約60万haの人工林だけで600万haの天然

林は別だ｡あの国は面積が日本の80％位だが人口は360万人で国内消費がわずかだ

から。アメリカ産ラジアータ松の造林に成功したが輸出がうまくいかねば立ち行か

ない。そのリスクは民間に委ねることが得策だと判断されたんだ。場所的にも日本

で言えば優良林業地に相当するところに限られる。このまねはできないね。

A:スウェーデンでも最近国有林を会社にしたと聞いているがこれはどうなんだ。

B:会社にしたけれど株の過半は政府が保有しているから純粋な民営化とはいえない。

同じく国営だった林産関連企業と合併して輸出産業としての効率を高めるためだ。

大輪入国の日本とは足場が違う。

A:そういう分析はさておいて，この二つの例が法経学者で民営化を主張する人の種

子になっているようだ。

B:R本林業の実楕を調べないで机上論をするのは無責任だとしか言いようがない。

A:もともと民営化論は民間でやれるものから政府は手を引けという趣旨だから，「1

本林業の現状では無理だという結論が妥当するね。

B:公有化ならば地域的な肩代わりの意味で，ある程度妥当な場合があり得るだろう

が，この点は前I向Iにも談論したとおりで木材生産林ばかりとは限らない。しかしこ

れも受け入れの財務態勢が熟しているものとなると，そう多くは期待できないだろ

う。11ｲ･政が容易でないのは地方も同じだから無理押しすると赤字の付け回しになる。

NGOのlL1然維持林受け入れ活動はだいたい私有林向けで規模もごく小さい。

A:だけども一つクリアーしておかなきゃならない点があるね。国有の木材生産林に

財政支援が必要かどうかだ。無税だのにという感情論も無視できない。

B:それには二つの視点がある。一つは日本林業の現状そのものの分析だ。造林袖助

林業技術No.6611997.4
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金や低利融資の施策にかかわらず次代の収穫への寄与となる更新育成投資が極めて

難渋し，水面下では森林返上がささやかれたりして将来の資源力維持が危ぶまれて

いる。今は外材依存時代の最中だけれど国際的な林業情勢を達観すれば環境と資源

の双方の制約から長く続かないことが予想される。

A:そのときは日本の林業が息を吹き返すだろう。

B:息を吹き返しても後に続く資源が細ってしまっていてはだめだ。少なくも国有林

は次代のための更新育成投資を怠るわけにはいかない。

A:木材生産林の維持は日本林業の将来のためか。

B:そう言っても過言ではないだろう。特に更新は現在の収益を生まずに掛かり増し

一方なんだから，林業政策としての財政支援を受けることに矛盾はない。

A:なるほどそれは一つの筋になるがもう一つは何だ。

B:国有林はいかに経済効率上の制約が大きくとも環境保全的施業を率先して遂行す

るという使命があることだ。民間に対しては助成ができても強制はできないから限
しひょう

界があるが，国有林はこれを徹底的に実践してその師表たることを期せねばならな

い。これは当今の森林環境政策として財政支援の対象となる価値が十分にある。

A:第一次産業として林業が置かれている現下の情勢への対処と森林環境政策実践の

組み合わせか。民営化が困難な理由にもなって，良い着想だと思う。

B:本番ではもっと広汎かつ織密な理論構成が求められることになるだろうが，それ

はできるはずだ。効率的な人工林の管理にはいろいろの工夫もあり得るだろう。

A:最後に国土保全林の国有林所管は盤石だろうか。

B:世論調査でも国民が森林に期待する最も大きな機能は国土保全で，その中枢部が

国有林なんだし，まず問題ないと思うね。

A:25年前の環境庁発足のとき保安林行政移管の話が出たらしいと聞いているが。

B:新しい官庁作りであれこれ検討された中の一つだったが，治山事業との一体性か

らてんで問題にはならなかった。建設省との間の治山と砂防の調整も半世紀にわた

った葛藤が35年前に決着しているんだから今さら蒸し返される愚はあるまい。

A:中央省庁の全般的な組織替えが具体化して，もしも土地の保全や土地生産を一体

化する国土省のようなものの構想が浮上すればまた話は別かもしれないが，国有林

問題からの発想には入らないと見てよいだろう。

B:累積債務の膨らみはスリム化の進行を見ながら20年来先送りされ続けてきたが，

今や待ったなしになった。総理府の諮問機関である林政審議会の会長に財務当局の

キャリアだった人が送り込まれたんだから，財政仕組みについてなんらかの考案が

年内に答申されるに違いない。

A:その際の骨格になる新法制の審議にはきっと今日君とやり取りしたような内容が

検討されると思うが，守り一辺倒じゃなくて将来に向けて新時代に即応する国有林

の主体性を貫く気概が反映されてほしい。

B:全く同感だ。

〈完〉

林業技術No.6611997.4
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そぴ

西日本を旅された方は，各地の神社仏閣の境内などに根もあらわにうっそうと誉えるクスの巨樹を
目にされたことでしょう。旺盛な成長力,樹体に含まれる不思議な芳香物質一古代人の素朴な畏敬

から始まった木の利用は,やがては地球的産業資源としてつい最近まで国家の独占下にもありました。
樹種特集，今回は波澗万丈な来歴をもつクスノキの世界をお届けします。

ノキの分類・

・生態

かわはらたかゆき

研究所生物機能開発部集団遺伝研究室河原孝行

仲間として分類されたが,今では肉桂(シナモン）

の仲間とされている。camphol-aはラテン語で樟

脳を意味している｡中国ではクスノキを樟と表し，

日本で使っている楠の字は|荷lじクスノキ科でロ本

にはない属Ph""属に川いられる。なお，明代
ばんぞうこうもく

に書かれた本草綱目には｢木哩に文章が多いので

樟という」とある。

クスノキの分類

クスノキには東アジアで最も普通に見られる基

変種クスノキVar.C""Zp伽ﾉ･〃以外に，台湾に変

種のクスノキダマシVal.."0""""/gHayataex

Matsum.がある。樹皮にしばしばこぶがあり，

多少とも樹皮は滑らかで,種子経が4.2-5.4mm

と，クスノキより小さいと台湾植物誌にある。漢

名に姥を用いている。

変種ホウショウ（芳樟),va1･.9"""eS""s

(Brown)Massen.はしばしばクスノキやクスノ

キダマシと形態の区別が困靴で，分類_'1はこれら

と同一視されるが，樟脳含賦が低く，代わりにリ

ナロールを多く含有しており，利川の面からはこ

の変種の区別が重要視されていた。

形態

クスノキは高さ30m直径5mにもなる常緑

高木である。葉は互生で長さ6-12cm,IWW25-5．5

crnの広卵形,3行脈が目立ち，辺縁が波をうって

いる(写真①)。表面がワックスをかけたように濃

緑色の照りがある反面，裏面は緑白色で毛がない。

5－6月ごろ、淡緑黄色で長さ3mmほどの6枚

クスノキの名前

く｢奇しき（くすしき)」というのが名前の11:|来だ
わくんのしおり

と和訓栞にあるが定説ではない〉と牧野図鑑に書

かれているが，大きくて密な林冠といい，鱗模様

の樹皮といい，なるほど催しげで神秘的な感じが

して，この語源解釈にはうなずける。

クスノキは学名をキンナモムム・カンフォラ

C""""ZOﾉ"""zc""Z"/fom(L.)Presl．という。

近代命名法を考案したリンネが初めに名前を付け

たときにはLα"7""SC"ｼ"""0)wL.として,今も料

理やマラソン勝者の冠に使われるゲッケイジュの

君
三
雪
一
室
一
三
一
雪
一
菫
一
一
室
一
一
二
一
言
一
堂
言
蓉
一
一
吟
一
雪
一
言
篭
三
一
雪
一
菫
幸
雪
国
屋
厘
一
臺
亘
冒
屋
星
一
』
一
壱
一

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

I

’
1

1
ｰ

｡

クスノキの葉。表(左)と裏(右）写真0
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の花弁からなる両性花を円

錐花序上につける。雄ずい

は4輪3個ずつ12本ある

が，最内輪の3本は仮雄ず

いとなって退化している。

果実は液果で10-11月に

紫黒色に熟し，ヒヨドリな

どの鳥が食べる。

現在の分布

クスノキは現在日本，朝

鮮(済州島)，中国南部，台

湾，ベトナムに分布するが,

古くより栽培されているの

で，自生・栽培・帰化品の

区別ははっきりしない。中

国からの移入説もあるが，

後述のように明らかに在来

のものはあった。現在の国

内での分布を見ると，太平

洋側は茨城県以南，日本海

側は兵庫県以西の本州・四

国・九州・琉球ということ

になる(図参照)。垂直分布

では標高数10mの低地か

ら700mまでの暖温帯中

に生育している。

台湾では日本のクスノキ

と同じ変種は全島的にあり，

北部では海抜1,200m,南

､
ロ

図クスノキの分布（林,1969を改変）

琉球の分布は載せていない

●は天然記念物の位置

'

●

0

アー

〃

●

ｈ

も

已

宇

Ⅱ

９

ハ
》

の

軸巳

七
一曲

蝿

『

鶴灘灘
鮒｡MW§耐撰赫、…灘w

つと広がっていたと考えられている。縄文時代よ

りは冷涼となった弥生時代には，静岡県登呂遺跡

から根株が，佐賀県吉野ケ里遺跡からはクスノキ

製の鼠返しが見つかっているほか，弥生時代から

古墳時代にかけて房総・三浦半島まで，材遺体の

ほか，大型の容器や板も出土している。このこと

は，弥生時代にはクスノキがすでによく利用がさ

れており，関東周辺にまで少なからずあったこと

を示している。

し，低地には広く栽培されている。花期は1月か

ら5月，果期は9月から1月と|-1本のものに比べ

て'|隔広い。

中国では南部・西南部にかけて広く分布し，｜|」

麓や谷沿いにある。栽培も多い。

先史時代のクスノキ

クスノキの花粉は壊れやすいため，花粉分析な

どではほとんど見られないが，材の遺体は縄文時

代後・晩期の神戸市の垂水R向遺跡から出土して

いる。このころは今よりも温暖で，暖温帯林がも

林業技術No.6611997.4
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クスノキの林分構造

クスノキは現在，社寺林，公園以外にまとまっ

て残っているところをほとんど見かけない。現在，

半自然状態で残っているクスノキ林の極構成を見

ると近隣の暖温帯林の榊成種とほとんど変わらず，

特有の植物社会学的な林分椛造を持っているわけ

ではないので，宮脇（1981,1982,1983）はクス

ノキ植林として扱っている。クスノキ林は，場所

によってカクレミノ・ヤブニッケイ・ヤマモモ・

タブノキ・スダジイ等の種椛成が変わってくる。

クスノキと虫

クスノキにはダニが葉の主脈の分枝したところ

に生育することはよく知られている。これはフシ

ダニの1種だが，まだその名前も末確定である。

4－6月に出現する。このダニの研究をされている

東京工業大学の辛烏司郎さんによれば，このダニ

の住んでいるダニ室はドマディアと呼ばれ，械物

がもともと用意した空間であって，虫こぶとは異

なるそうである(写真②)。従来，ドマディアを作

る植物はダニが住むことで値食性のダニや菌類を

捕食してもらうことで利茄を得ているとの説がIII
ず

されていたが，クスノキに楼むこのダニでは，こ

のような行動は兄られないという。わざわざ部屋

まで用意しているくらいだから何かクスノキにも

メリッI､があるのだろうが，まだまだわからない

ことばかりである。

一方，明らかにクスノキには害となる虫たちも

いる。クスノキの葉に虫えいを作るクストガリキ

ジラミ．クスクダアザミウマやスス病を併発する

クスオナガアブラムシ，葉に潜って食痕を残すク

スノハモグリ，穿孔して害を与えるクスアナアキ

ゾウムシなどさまざまな虫たちがクスノキに害を

及ぼしている。美観の点や育苗の点で問題になる

ものもあるが，クスノキがこれらの虫たちと独自

の生態系を作り上げてきたという見方もできる。

成分の利用

クスノキは樟脳（カンフル）を抽出する木とし

て11i来より束アジアで広く盛んに栽培されてきた。

F1本でも昭和37年まで専売法の下に樟脳製造以

外の伐採は禁止され，樟脳は重要な輸出品ともな

っていた。「カンフル剤をうつ｣といった言い回し

が今でも残っているほどよく利用されていたが，

現在は合成樟脳にすっかり取って変わられてしま

った。

クスノキの,技・葉・根を水蒸気蒸留して得られ

るのがクス汕であり，それから精製したのが樟脳

(カンフル)で，脂環族化合物の1種である。無色

または半向透明で，刺激臭があり，苦みのある結

晶である｡樟脳は外j11薬として10％ほどの製剤に

して,III1経痛，打撲傷，しもやけ，皮l筒病に使わ

れる。内服．注射は作用が強すぎて危険なため，

現在はほとんど用いられていない。また，セルロ

イド原料．防虫剤としてもよく使われていた。

クス油から樟脳を取った残りは樟脳油と呼ばれ，

{Ijl蒸柵され，その杣I11温度によって，白油（シネ

オール60％)，赤油（サフロール40％)，藍色油

(主成分セスキテルペン)に分けられる。サフロー

ルは塗料希釈剤，テレビン油代用品，防虫剤，石

嶮などの香料やほかの霄料の原料となる。赤油に

含まれるサフロールはバニリン，ヘリオトロピン

等の製造原料となっている。藍色油は消毒.防腐・

防虫剤に用いられる。

材の利用

クスノキは大きなムク材が得られ，加工しやす

く，樟脳も含まれて腐りにくいことから，建築材，

器具材，楽器材，船材，彫刻材と利用範囲が広い。

J1
,、

ル

歸
患

ざも

濯拶
》
》
》
》
嬢
蝿
認
銅
印

蕊。
溌巽
門
一

■
■

W一
一
い

ゴ

写真(2クスノキの葉にあるダニ室(矢印部分）
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芳香を放つクスノキの材はビャクダンの代

用品として仏具に用いられた。

風致の利用と天然記念物

クスノキは現在でも寺社・庭|刺に広く利

用されている。日本植生誌（宮脇，

1981-1983)では，西日本の暖温帯の緑化樹

種の1つとしてクスノキを挙げている。

現在,クスノキは29件が固の天然記念物

に指定されている(前掲図)。これはスギ49

件，サクラ37件に次ぐ多さである。特に，
かもう

｢蒲生のクス（鹿児島県蒲生町)」は脚本最

大のクスで樹高30m,目通り24.2m,根元

周囲336mにも及ぶ。天然記念物の中に

は樹齢1000年を超えると推定されるもの

もある。また，天然記念物のクスノキの中

には，1本の木にもかかわらず大きく茂っ
かくれがのもり

ていることから「隠家森（福岡県朝倉町)」
うみ

｢衣掛の森（同．宇美町)」と名がついたり，

ふたをかぶせるように枝葉を茂らせている
かど妻

ことから「薫蓋クス（大阪府門真市)」と呼

ばれるものもある。

天然記念物では最北に位置する「神崎の

大グス（千葉県香取郡神崎町)」には「ナン

ジャモンジャの木」の別名がある（写真

③)。これは,水戸光圀公が神崎神社を訪ね

た折，この神木のクスを見て，「この木は何

というもんじゃろうか」と自問したことに

由来するという。ほかにも，切ろうとしたら白髪

の老人が忽然と現れてそれを制したといわれる

｢阿豆佐和気神社の大グス（静岡県熱海市)」とか，
くまぞ

景行天皇が熊襲征伐の途中で付近の賊を平定した

際に植樹したといわれる「本庄のクス（福岡県築

城町)」とか，曰く因縁のついたものが多く，日本

人との長いっな力:りを物語っている。

将来の利用に向けて

クスノキは公害に強い木としても知られている

ことや，大きな緑陰を与える点からも，都市公園

での植栽樹には最適であり，クスノキの利用法と

しては最も有益ではないだろうか。また，農村部

においても精神的な共通基盤である『鎮守の森」

11

写真③「神崎の大グス」
明治40年の火災で主幹が焼けて枯れたが,萌芽に
より再生している。通称，ナンジヤモンジヤの木

をしばしば構成しているクスノキを保全・育成し

ていくことは意義深いであろう。

生態的に見ても，クスノキは1本でも大きな空

間を占め，ノキシノブやマメヅタなど着性植物の

生育場所や洞等を作って烏や動物に巣を提供した

りして，生態系への影響の度合いが商い。クスノ

キの保全は生態系の保全にも大きな意味をもたら

すことになる。

や今今

本文をまとめるにあたって，東京工業大学の辛

島司郎博士，森林総合研究所の能城修一博士，大

平辰朗博|:，昆虫管理研究室の皆さんにお世話に

なりました。厚くお礼申し上げます。

林業技術No.661199f&l
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零晶戟
鞭

特 集 琴

蕊
家具材としての

クスノキ 熟
裟

縄爵

1．はじめに

クスノキは独特の香りがする。幹や葉に樟脳が

含まれているからで,昭和30年ごろまでは良質の

天然樟脳を採る原料となっていたことから，当然

クスノキは防腐，防虫の効果はもとより，水や塩

水にも強い特性を持っている。

古くから神社・仏閣あるいは皇族の家具調度品

など，大切なものを保管しておく収納家具などの

用材に使用されていた。また，クスノキから採取

した樟脳は現在のナフタリンが登場する以前は着

物などの保管になくてはならない存在であった。

このように，クスノキの家具調度品は虫を寄せ付

けない特性を持っていながら，クスノキの家具を

量産している家具企業は，全国で現在は宮崎県都

城地方だけに限られるようになった。

2．クスノキ家具の企業

戦後の物不足の時代に家具産業は全国で飛躍的

に発展した。家具産地として現在は全国のトップ

である九州大川家具産地でも，当時はクスノキの

家具が多量に製造されていた。しか

し，今日では外材や他の樹種を用い

た家具製造へと切り替えられ，特殊

な物を除いてクスノキの家具はつく

られていない。

クスノキの家具製造企業がなぜ少

なくなったのか，そこには，家具の

高級化嗜好が進む中，消費者ニーズ

に対応できる品質の家具づくりの困

難さ，すなわち，クスノキの材料処

理技術にあると考えられる。乾燥・

加工・接着・塗装技術など，材質的

に他の樹種に比べ抽出成分の多いク

林業技術N().6611997'4

鱸鱸簔瀞鴨簔茎場蓋苗憲誇
スノキの高級家具づくりを，製造コストと絡み合

わせながら解決しなければならない難題がある。

クスノキの家具づくりにおける難題を一つ一つ

解決しながら高級家具を製造している企業が，都

城市の中心部から少し離れた「早鈴II1隊具団地」

内にある「橘詰家具工業株式会社*」（以下橋詰と

いう）である。昭和27年創業後，以来45年間ク

スノキの特徴にこだわりながらシリーズ家具づく

りに専念し，今'二Iでは,製造製品総売|蝋の72％

を占め，クスノキ家具生産販売額ではI｣本一を誇

っている。

3．家具素材としてのクスノキ

クスノキは散孔材で，辺材と心材の境はほぼ明

確であり，心材は赤褐色を術び黒褐色のしま模様

の材も多い。また，辺材は一般的に黄変色に近い

色調である。辺材や心材の色柄は平均していない

ことから，家具に用いた場合，人によっては抵抗

がある。気乾材比電は0.54程度で,広葉樹の中で

は軽く軟らかい方に属し，刃物の通りは良く，川

写真①大型機械が並ぶ家具工場



工しやすい割に欠けない。磨くと良い光沢が出る

ことから，古くから仏像や欄間などの彫刻物に多

く使われている。

家具素材としてのクスノキの難点は，辺材・心

材ともに交鎖木理であることから，刃物切削で逆

月を起こしやすいこと，生材は国産広葉樹の中で

は最も水分の多い樹種に属し，乾燥での狂いが生

じやすく，樟脳成分の影響を受けて，接着剥離や

塗装塗膜剥離の不良が発生しやすい。また，原木

は曲がり材や大きな枝による節などが多く，家具

用材としての製材歩留まりは良いとはいえない。
い

クスノキの短所を克服し，長所や特徴を活かし

て，クスノキの家具づくりを行っている「橋詰」

における月間消費量は,原木丸太で約100IIf程度

に過ぎない力:，その調達先は，地元南九州や北九

州地域はもとより，四国や中国地域まで広がって

いる。

クスノキはもともと日本に自生し，本州中部か

ら四国．九州の太平洋側を中心に幅広く分布し，

蓄積量は南九州地域が最も多いとされている。し

かし近年では，著しい枯渇の一途をたどっており.

特に家具用材に使用できる良質原木の減少が目立

ち，製品歩留まりも年々悪くなっている。標準的

な原木丸太からの板製材歩留まりは約65％,それ

を乾燥した家具製品歩留まりは約35％程度とな

っている。

クスノキの原木丸太は家具用材として，最大板

厚さ35mmに製材しているが，水分が多くほとんど

が,20％以上の含水率である。これらの材を生材

のまま直接人工乾燥を行った場合は，乾燥仕上が

り材に含水率のバラツキや板材表面の落ち込み

(筋状の凹み)など，大きな狂いの不良材が多量に

発生し，著しい乾燥歩留まりの低下となることか

ら，長期間（6カ月程度）の天然乾燥後人工乾燥

を行っている。なお，クスノキを製材後直ちに人

工乾燥を行った場合,20日間以_上の乾燥を行って

も材の表面部分だけが乾いて，材の中心部はほと

んど乾かない状態（表面硬化の状態）が続くとい

った，乾燥作業の苦い経験もあった。特に，乾燥

の難しい広葉樹材は，板厚さが増すほど長期間の

13

天然乾燥は避けられなく，それが後の製1冊の,'i,!!質

にいかに影響を及ぼすかなど，乾燥問題は身をも

って体験した。

クスノキは先にも述べたように，生材含水率が

ほとんど,20％以上であることから，乾燥におい

ては含水率約25％程度までの天然乾燥を余儀な

くされている。したがって，それ相当の天然乾燥

場の土地面積が必要で，近年の地価高鵬の状況を

考えると，大都市周辺の家具産地では，企業経営

が成り立つか疑問を要するところであるが，地方

の小都市近郊ならではの利便性がここにはあるか

らこそ経営が成り立っていると考える。

4．家具製造とクスノキ

クスノキは天然乾燥や人工乾燥を上手に行うこ

とによって，芳香が良く，家具になったダンスや

収納家具の防虫にはナフタリンを必要としないな

ど，ナラ材やカバ材などの広葉樹にない特徴を持

っている樹種である。しかしそれゆえに，その取

り扱いや処理方法は他の樹種に比べて難しい技術

を必要とする。クスノキの材質特徴を知らずして

家具づくりとなると，そこには大きな失敗力§待っ

ている。現に｢橋詰｣では過去に乾燥処理はもとよ

り，接着や塗装加工など数々の苦い経験をもつ。

昔の家具づくりは，例えばタンスーさおのすべ

ての工程を一人の職人が行って完成させていた。

現在では，精度の高い加工機械の導入と工程の分

業化によって，’セットの収納家具が機械加工や

手作業など数十人の手を経てつくられている。’

工程のクレームで工程全体がストップする危険性

もある。「橋詰｣では，クスノキの材質特性と加工

性や処理方法など，あらゆる立場からの研究を常

に行っている。昔は，木材乾燥装置や加工機械を

はじめとし，接着剤・塗料など樟脳や抽出成分の

多いクスノキの家具づくりについては満足できる

加工機械や資材は少なかった。クスノキの抽出成

分は，家具川材として全国で多埜に使われている

ナラ材やカバ材などに比べて極めて多く，天然乾

燥や低温腱乾燥（除湿乾燥）だけの乾燥では接着

強度や塗料の密着性が悪く，製品になってある一

定期間総過してからの不良が続出する。これらの

伸紫技術No.6611997.4
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問題を解決すべく，宮崎県の公設試験研究指導機

関である，当時の工業試験場都城分場（現・工芸

支場）に，再再の技術指導や品質性能テスl､のお

願い，さらには，加工機械はもとより接着剤や塗

料メーカー等からの情報の提供や性能テストの協

力など，わが国の広葉樹の中では最も取り扱いが

難しい樹種をあえて選んで，量産工場としてのラ

イン化に成功し，今日の「橋詰」があることは，

あらゆる立場の人たちの指導や協力のたまものと

橋詰社長は話されている。

「橋詰｣のクスノキの家具は，カマチ組と呼ばれ

る昔ながらの工法でつくられている。現在の収納

家具に多いフラッシュ構造組立工法に比べ，手間

暇がかかるが，クスノキの材質特徴に合わせた工

法ということで，最産化になってもこの工法を守

り続けている。それだけに今日の高級嗜好の顧客

に対しての人気は高く，製品の販路は全国的で，

北は北海道地域から南は沖縄地域まで広範棚であ

る。出荷先の多いのは関東・関西地域の高級デパ

ートや専門店で大消費地域での人気は高い。

しかしながら，日本経済の変化に伴って家具市

場もどんどん変化している今日,｢顧客のニーズに

合った家具づくり」をモットーに，どんなときで

も市場を見つめて顧客の要望に応じた寸法規格，

使いやすさ，色調，予算などに合った「家具づく

り」を志している。1例を挙げると，地震のとき

に前倒れしにくい収納家具，裏板や内部までも塗

装するなど，細かい所まで1妃慮している。

クスノキの家具は全国市場では数パーセントに

すぎないが，品質では大消費地デパートあたりで

も評価が高く，親から子・孫へと3代は使えると

いわれている。

5おわりに

わが国では，戦後荒廃した国土の保全計画に基

づく造林事業によって，植林されたスギやカラマ

ツが今や主伐期を迎え，多くの原木丸太が市場へ

出荷されつつある。しかしながら，森林環境保全

に最も適しているといわれる広葉樹資源の枯渇は

著しく，これらの資源の恩恵を受けていた国内の

家具産地は，すべてと言っても過言ではないほど

輸入外材に依存している状況である。

地球環境の保全，さらには，21世紀における森

林資源の保護などからも，広葉樹資源の保護拡大

を図る必要があるのではと考える。

国産材広葉樹クスノキを主力に45年間以上培

った加工技法を活かして，高品質で，しかも本物

志向の家具づくりに専念してきた「橋詰」にして

も，クスノキの資源を今後どれだけ求められるか，

未知数である。同社では，クスノキの有効的な利

用を図るためにいろいろな角度で検討がなされ，

それが実行に移されている。また，資源の保全育

成から，小規模ではあるがクスノキの造林を推進

している。

＊橘詰家具工業株式会社〒885宮崎県都城市｜
早鈴1111.2042-3TELO986(22)63121

．．－．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－－－－－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐._－－－1
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はじめに

私は，本楠を2つの視点から取り上げてみるこ

とにしたい。

1つは、口本人と木とのかかわりの中で「クス

ノキ」がILiめる位if憾覚についてである。日本は

よく木の文化であると評される。絞っていえばそ

ういうことになるのではないか。私たちは多様な

木々と昔からつき合ってきた。長い年月にわたる，

その経験の中で，多様な樹種がそれぞれに日本人

にとっての||滞を持っているのである。例えば，

サクラはR本人にとって，その生きざまや美意識

として。ケヤキは自家の大黒柱に象徴される建築

主要材や屋敷林として。そういう切りI1で眺める

とクスノキはどう位世づけることができるである

と日本人

求めて－

15

まきのかずはる

全国巨樹･巨木林の会理事牧野和春

うか。

2つは，モノには物心両面がある。〈モノ>自体

は1つであるが，人間に及ぼす精神領域の面と，

実生活に機能する面とではその現れ方が違うわけ

である。それでいて，物の面と心の面とは，互い

に密接不可分に関係し合っている。それがこの世

におけるなんとも摩訶不思議な部分ではあるのだ

が･･…．。「クスノキ｣をこのような視点で眺めると

き，どんな姿が兇えてくるのであろうか。以上，

限られた紙数ながら追ってみよう。

I.大樹・クスノキのカ

クスノキは大樹である。そして活力を持ってい

る。その満力を物心iilj面にわたって検証・分析し

てみよう。

かわ心心

写真①川棚のクスの森（山I1県磯浦川）
クスノキの巨幹のたくましさがよくうかがわれる （※写真はすべて筆者搬膨）

林業技術No.6611997.-l
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ゆぷた

写真②湯蓋の森（福岡県宇美町）
1本の木が森のように見え．クスノキの景感を感じさせる

a.－樹でも<森＞

5月，新緑の磯庭園（鹿児島市）を訪れた人な

ら，背後の山を覆うクスノキの天然林のきらきら

しくも炎のように燃え上がるエネルギーを体に受

けて圧倒されるに違いない。この点，例えばスギ

の巨木で囲まれた羽黒山の出羽三山神社参道（山

形県羽黒町・特別天然記念物）などとは零囲気は

まったく異なる。

「玉楠の木の間にあふぐ朝の空深き緑のした

たり落つるか」と，歌人窪田空穂(1877-1967)は

クスノキのみずみずしい緑を歌っている。
かわたな

クスノキの巨樹の名称を見ると,『川棚のクスの

森｣(山口県豊浦町.写真①),『急篝の森(写真
きいかけかく孔がのもり

②)｣,｢衣掛の森｣(ともに福岡県宇美町),「隠家森

(同．朝倉町)，（以上いずれも国指定天然記念物）

など，いずれもく森〉と呼んでいる。本当は1本

の木でしかない。遠目にはく森〉と映じる。クス

ノキが大樹である証拠である。

b.巨木リストの上位はクスノキが独占

環境庁の「全国巨樹・巨木林調査」（昭和63年

度実施)によると，巨木リスト上位60本が挙がっ

ている。うち試みに上位12本を取り上げてみよ

林業技術No.6611997."l

う。

トップは『雑のｸｽ」(後述)，3位は3本あ
るが，うち2本がクスノキ（1本は「エドヒガ

ン｣)，4位から11位までまたクスノキが占め，12

位が｢縄文スギ」（屋久島)なのである。幹周は16

mから24m強まである｡クスノキはわが国の巨樹

の象徴的存在である。

ほかに，わが国の巨樹を代表する樹種としては

スギ，イチョウ，ケヤキが挙げられると思う。

c・超能力で国際交流にもひと役

クスノキが関東南部以西の本州と，四国，九州，

済州島（朝鮮）に分布する常緑高木であることは

植物図鑑に明らかである。クスノキはしたがって

太古から日本の風土に合い繁茂してきたのである。

『魏志倭人伝』（中国の史書，3世紀）に数種類

の倭国に見る野生の樹木が記述されているが，こ

の中にもスギ，ヤマグワなどとともにクスノキが

挙げられている。

『古事記』にはイザナギ，イザナミノミコトが

次々にあらゆるものをお生みになるが，やがて
とりのいわくすぷねのかみ

｢鳥岩楠船神』をお生みになる｡｢渦は頑丈(岩
ぐうも‘

乘とも書く）の寓意，「鳥」は空も海も自在に飛



ぶ。併せて異界をつなぐ不思議な生き物として古

代人に強くイメージされてきた。その鳥を連想さ

せるものがクスノキで造った「船」であったのだ。

また『日本書紀』にはスサノオノミコトがヒノキ，

スギ，クスノキ，マキ（コウヤマキ）の用途を教
うぐ

える記述力ざある｡この中でクスノキについては｢浮
たから

宝」にせよ，と言っている。船はまさしく水上に

浮く宝なのである。
く の嘩

「島隠れ吾がこぎ来ればともしかも大和へ上
まくまの

る真熊野の船」（『万葉集』巻6．944）
やまく命あかひと

山部赤人（奈良初期の宮廷歌人・生没年不詳）

が詠んだいきいきとした古代の船の行き交う情景

である。

かくて，船は島国日本にとっては，異界（海の

彼方）とつなぐ宝であり，天かける鳥のようにす

いすいと水上を行く超能力の乗物であった。

遣唐使(630～894年の264年間に15回渡海)を

乗せる遣唐船（一説に長さ25m,幅8m程度）

も，下って南蛮貿易に従事した朱印船(1604～35

年の間に，朱印状の発行は350～360通以上｡船は

長さ36～45m,幅7～8m,200～300トン，

17

200～300人乗り）も，その材はクスノキによるも

のと見られている。クスノキは，古くより国際交

流にひと役買っていたわけである。

d.神秘の木，聖なる木

クスノキは特有の芳香を持ち，防虫，防臭の作

用を持つことを古代日本人は知っていた。

「クス」の語源は「奇す」「奇し」からきてい
くすしくす篭ま<L

る°「薬」r薬師」「薬玉」r櫛」もそこから発する。

クスノキからは樟脳を採取，精製した。この特性

が「ビャクダン」（インド原産）に代わる香木とし

て珍重され，仏像を刻む木として用いられた。法
ぐぜ

隆寺の救世観音像はじめ飛鳥・白鳳時代の仏像は

ほとんどクスノキに彫られた。平安時代になると

日本人好みのヒノキに変わる。

「武士道といふは，死ぬ事と見付けたり」で有
はがくれやまもとじようちょう

名な『葉隠』（1716年）の口述者･山本常朝居士
くるつちぱる

が草庵を結んだのは，佐賀城の外れ金立村黒土原

であった。そこにはかつて1本のクスノキの大樹

があった。「葉隠｣とはクスノキの葉の下での冥想
いい

者の謂でなければなるまい。

写真③蒲生のクス（鹿児島県蒲生町） おおずみ

全樹種を通してわが国最大の巨木。大クスのある地域は旧大隅国の穀倉地帯である。ここを制する
ことで島津は力を蓄えた。大クスの根元からは昔，水がわき出て水田を潤していたという

林業技術No.6611997.4
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11.生涯現役・クスノキ

巨樹物語

クスノキは長寿である。推定樹

齢1000年以上の巨樹にも,その気

になれば会うことができる。次に，

第1級のクスノキの巨樹と，人々

の信仰や暮らしとのかかわりを見

ることにしたい。
かもう

a.蒲生のクス（鹿児島県蒲生

町上久徳・蒲生八幡神社境内・国

指定特別天然記念物･写真③）：気

候風土がよく合って九州にはクス

ノキの巨樹が多い。なかでも最大

の巨樹は「蒲生のクス」である。

根元の周囲なんと33m,幹周24

m，枝張りは東西12m,南に12

nl9北に19m,樹高30m,現地

で見ると，とにかく圧倒されてし

まって壮観の一語に尽きる。

この木は単にクスノキの中で最

大というのではない。わが国の全

樹種と比較しても第1位に立つ。

国の特別天然記念物である。推定

樹齢1500年｡蒲生八幡神社の境内

〃
わ
ぶ
》

写
真
④
川
古
の
ク
ス

全

胃劉圏も

（
佐
慨
県
武
雄
市
）

主
幹
に
刻
ん
だ
観
音
像
が
、
か
す
か
に
そ
れ
と
わ
か
る
。
生
木
に
刻
む
こ
と
で
、
野

生
の
木
を
仏
性
の
木
（
文
化
）
に
変
え
、
生
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
ｌ
と
い
う

心
的
ド
ラ
マ
が
う
か
が
え
る

樹齢1500年｡蒲生八幡神社の境内にあり，この木

は神木である。神社はこの地方の領主蒲生氏が保

安4年（1123）創建と伝える。そのころすでにこ

の木はあって，神木として扱われたという。その

後，島津氏がこの地に乗り込んだ。つまり，島津

氏は蒲生氏に代わって穀倉地帯を制したわけであ

る。そして，この平野の5穀豊穣を約束する神が

蒲生八幡であり，その御神木である大クスのたく

ましい繁茂は，そのまま豊作を生む大地の活力の

シンボルとして人々に強く意識され，安心感を与

えてきたに違いなく，その心的構造は今も変わっ

ていない。
かわご ひのこ

b.川古のクス(佐賀県武雄市若木町川古･日子

神社境内・国指定天然記念物･写真④）：武雄市に

は，ほかにも「武雄の大クス｣，「塚崎の大クス」

がある。まさにクスノキの町と呼びたい。

「川古のクス｣は根元の周囲21m,枝張り20数

In9樹高26m。これも大変な巨樹だ。推定樹齢

1000年(地元では3000年とも)。ところで，この

クスの主幹には，昔，観音様が彫られた（稲荷様

ともいう。今はお稲荷として祭っている)。生木に

彫られたものであるから異様でもある。明治にな

ってから，生木と分離してしまい，今は立像だけ

亡霊のように見える。これは，一般に｢立木観音」

と呼ばれるものである。立木そのものを仏性と解

釈し，「仏｣をこの世に彫り出すのである。立木観

音は会津にも日光にも残っていて貴重である。

円空（1632-95）も，木喰五行明満（1718-1810）
しつかい

も立木に像を刻んだ。草木国土悉皆成仏(浬梁経）

の念による。深層に自然をカミと見るアニミズム

が潜んでいる。
かしいぐう

C.香椎宮の参道クス並木（福岡市東区香椎・写

真⑤）：単木ではなく,並木として地域に貢献して

いるクスノキを紹介しよう。

林業技術No.661199f4
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写
真
⑤

香
椎
宮
の
参
道
並
木

香
椎
宮
の
御
神
木
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
シ
ィ
ノ
キ
」
で
あ

い
つ
く
し
虫

る
が
、
参
道
は
素
哨
ら
し
い
ク
ス
ノ
キ
の
並
木
で
あ
る
。
先
人
写
真
⑥
厳
島
神
社
の
大
鳥
居

が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
〈
緑
〉
で
あ
る
ま
さ
に
安
芸
の
富

ま
さ
に
安
芸
の
宮
島
（
島
全
体
が
御
神
体
）
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
。
干
満
の
激
し
い
海
中
に
あ
っ
て
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
立

っ
て
い
る
大
鳥
居
の
柱
は
、
ク
ス
ノ
キ
材
の
強
さ
を
よ
く
現
し

て
い
る

一L,ロ 里

＝

＝－

， －品

『剰塵
“一l■■■一‐

一
ｓ
○
宜
呈

’
８

歪

一

＝

簸後に意表を突く形でクスノキを登場させよう。

NHK大河ドラマ･毛利元就(1497-1571)の郷

台ともなっている厳島神社（国宝）の大鳥居は，

海洋神と山嶽神が融合する接点を表し，その朱塗

りの柱は華麗そのものであるが，この柱(16m余）

こそ実はクスノキの自然木なのである。

香椎宮は，記紀によればクマソ征伐のため九州

に赴いた仲哀天皇が,卿雛を討てとの神託を信じ
諸形うあい

ぴ,kう

なかったために急死した場所とされ，「廟｣であっ

てほかの神社とは性格を異にする。それはともか

く，香椎宮に至る参道は約1.5kⅢにわたる見事な

クスノキの並木で，残された緑として貴寵である。
いつくしま

d.厳島神社の大鳥居(広島県宮!HIII1..写其⑥):

休業技術No6611997.,l
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電浄で
守

蕊茎鳥寛
最大胸高直径は130clll,最大樹高は27mで,平均

径級72cI11,平均樹高21m程です。

亜高木層はツバキ，サザンカ，アラカシ，シキ

ミ，ユズリハ，イヌビワ等で構成されています。

ha当たり蓄積は50511fあり，クスノキ，タブノキ

が87％を占めています。

草本類では，ヤブラン，フユイチゴ，イワガネ

等が多く見られ林内植生の豊富な林分を形成して

います。

当林分の調査結果（平成4年10月7日）から，

樹種構成等を見ると図①，表①のようになります。

・水源の森・

クスノキ風倒被害木を請負生産した結果，当時

の販売価格は銘木クラスで130千円/m;,平均

103千円/m程度でした。このことから林分の価

格を推定すれば1000万円/ha'程度となります｡し

かし，この林分は水資源林として山領地区にはな

くてはならない大変貴重な山で高く評価されます。

●はじめに●

長崎営林署が管轄する島原半島の国有林（雲仙

国立公園普通地域）の西側に橘湾を望むところに

クスノキの植物群落保護林があります。

I所在地：長崎県南高来郡小浜町山領，小浜温泉岳国有｜
林105ふ林小班

面積:306ha
地況：標高:400m,傾斜：北西5～20度,土壌型:|

Bc～BD,基岩：安山岩

i林況：林齢222年。クスノキ，タブノキを主体とすI
る広葉樹林

法規制:水源かん養保安林,国立公園普通地域,史跡
名勝天然記念物，鳥獣保護区普通地域

L‐‐‐‐一‐‐‐‐‐‐－－－－－－－－‐‐‐‐‐‐－．．．．．－．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－．．－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－－』

この林分は高齢の広葉樹の人工林として取り扱

われてきました。平成3年の秋に日本各地に歴史

的被害をもたらした19号台風が来襲し,西九州か

ら東九州を通過しました。このためこの林分に風

倒木が発生しました。この風倒木を伐採整理した

ときに伐根の年輪により樹齢を調査したところ異

齢林であることが判明しました。地区の古老の話

や天保11年当時の古文書等によります

と，植え込みなどが行われ地元山領地区

の集落の貴重な水源林として大事に育成

されてきたものでありました。現在はク

スノキを主体とした学術参考保護林とな

り，後にクスノキの植物群落保護林とな

って保護されています。

・植生・

林分全体の高木層はクスノキ，タブノ

キ，ウラジロガシ，カゴノキ，ムクノキ，

ユズリハ，イスノキ，ヤブニッケイ等で

構成されます。以前はアラカシの大径高

木もありましたが現在高木層には見られ

なくなりました。当林分でのクスノキの

本
3“’

個 体数
l“、

釦

0 0一

アヤツクユネシクイタサイアムヒク
オブバスズズロロヌブザヌラクサロ
キニキノリミダモ・ガンビカノカガ
ツキハモモジヤカワシキキキ
ケチ
イ

図①樹種別出現頻度(当該クスノキ林分ha当たり総本数3310
本に対する）
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このクスノキ林を挟んで両脇にある

沢は通常はほとんど水がない野渓で

すが，この林分の下方の中央部から

突如水が噴出しています。その部分
ようざい

は山領地区の水源地として狭い孕在
ち ほこら

地となっており水#III様の祠が設けら

れて祭られています。数年前まで地

区の多くの人々が集まり盛大なお祭

りが催されていたと聞いています。

現在も小規模のお祭りはあるようで

す。またこの林分の上部に位置する

民有地の中に古い用水池の堤の跡が

あります。この堤は水田の開田条件

に水源確保が義務づけられ，そのた

めに池を設置したそうですが，なぜ
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▲クスノキ林の育成に関する地元集落に残る古文雷

11保護林内には水神の洞がまつられているし

写真水源林として守られてきたクスノキ林

か水は溜らず空池で今では池の中も40年生程の

立派なスギ林となっています。

これらの水事情から特に水源の森として，大切

にクスノキの林が守られたのでしょう。

・クスノキの運命・

戦前にはこの林分周辺は径級lm以上もある大

きなスギの林分がたくさんあり，戦中に軍用材と

して伐り尽くされたそうです。
しょうのう

戦中戦後樟脳生産の資材に多くのクスノキが

伐採されましたが，このクス林分も樟脳の資材に

当てられることになり，生産着手したもののなぜ

か樟脳は期待はずれで含有率が低かったことと，

水源林の存続のため伐採中止の請願がなされたこ

とにより，伐採と樟脳製造が中止され，戦後も生

き残ることができたと言われています。

・風に強いクス●

平成3年の19号台風以前にも200年以上を経

過する中で大きい台風には何回も遭遇したことと

思われますが，それでも林分を形成して生き残れ

たのはクスノキが風に対する抵抗の特性を供えて

いるからと考えられます。

台風後の樹木を観察された方はよくご存じのこ

とと思いますが，強い風に対しその樹木により特

性があります。台風時にはクスノキは先ず葉付き

の小枝を落し，中枝を落し，なお強ければ大枝を

落し，幹を損なうことは滅多にないようです。風

倒木となるのは土壌，立地条件などによるものと

思われます。

この林分の風倒木が発生した箇所は水が噴出す

るすぐ上の部分で1200nf程の狭い区域に限られ

ています。もちろん最も強い風が集中した部分に

は違いないと思われますが，隣接のスギ林分には

多くの風倒木が発生したにもかかわらず小枝から

大枝まで落としたクスノキが多くみられましたが，倒

れるには至っておりません。ここにクスノキが長寿

で大きく生き残れる仕組みがあるように思われます。

このクスノキの林分は高齢の広葉樹林として今

後の施業指針を学びとれるだけでなく，水源かん

養はもちろん，土砂流出・水害防備のうえから重

要で貴璽な林分と思われます。

妓後にこの林分の来歴等について，高齢にもか

かわらず地下足袋がけで現地に赴き，ていねいに

ご説明いただきました山領集落の長老，今は亡き

中田頼氏に深く感謝しご冥福をお祈りいたします。

参考文献r育成天然林施薬について」藤田厳孝

（長崎営林署）

第241ml業務柵究発表収録熊本営林局

（平成5年3月）

林業技術No.6611997.4
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クスノキ水害防備林

念物・瀬高町のクスノキ林一

きよし

情
たかす

高巣瀬高町役場商工観光課

が整備され，県内外からの家族，グループの憩い

の場として親しまれている。

公園内の楠の数は，大小合わせて980本を数え

ることができ,いちばん大きい木の幹は4mもあ

る。昭和49年には,全国でも珍しい大楠林の密生

繁茂林として，国の天然記念物に指定（新船小屋

のクスノキ林＝瀬高町大字長田字狐林）され，陽

光に萌える若葉が清流矢部川に一段と冴える。

約7万㎡を有する「中の島公園」は，昭和60年

に福岡県の森林浴百選「木かげの散歩コース」に

も選ばれ，ここを訪れてみると“なるほど”とう

なずける。4～5月にかけての大楠の新緑，菜の

花，桜の時期が素晴らしい。周辺には，新船小屋

温泉郷として古くから親しまれ，炭酸含有最日本

一の長田鉱泉場があり，すっきりしたのどごしを

求めて飲用客が後を絶たない。楠とともに歩んだ

歴史を感じさせる。

地元では，この大楠林を先人の遺産として顕彰

し，大切に守り育てるため，平成2年7月に大楠

林300年祭を開催し，顕彰碑の建立と緑のシンポ

ジウム，鮎まつり等のイベントを行った。

矢部川河畔の大楠林は瀬高町のシンボル(町木）

八女郡矢部村から清流矢部川に沿って，自然の

風景地を形成している矢部川県立自然公園の南端

に，うっそうと茂った大楠林が目を引く。そこは，

わが瀬高町の誇る「中の鳥公園」である。

柳川藩史等によると，矢部川は往時より，度重

なる氾濫のため，田畑の被害が著しかったという。

このことから，元禄8年（1695）柳川藩普請奉行

田尻惣馬が，矢部川の治水のため，八女郡立花町

に千間土居を築いたとき，矢部川南端の船小屋ま

で約7kmにわたって楠を植えたものである。樹

齢300年といわれる壮大な偉容は，ほかに類を見

ることはない。ただただ先人の陳業に蹄くばかり

である。

当時，中の島は南の方は埋れてしまって島では

なくなっていた。大正10年6月19Rの大洪水の

折，船小屋北岸一帯は堤防を超す増水があり，こ

の緩和の目的で放水路が建設された。こうして中

の島が再び姿を現したとある。いずれにしてもこ

の楠の美林は治水工事の一環として，また水害防

備林の役目も果たしている。

今は,r中の島公園」として大楠林の中に散策

道，ゲートボール場，遊具施設，キャンプ場など

としてこれからも私たち

の心に安らぎを与えてく

れるものと思います。
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週
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ぐ中の島公園

林業技術No.6611997.&|



24

矢部川沿岸に今も残るクスノキ林。左方が中の鳥公園。
右方_l二流側に向かってクスノキ林が続く。

日林協平成8年5月撮影

「.‐~~一一‘一一一.‐~一.‐~－．－．－．‐‐‐一一一÷‐‐一一~~一一』‐・‐一.－一一.－一一一一･ﾛｰﾛｰ一一一一一=一一’

'1地番および面積：地番福岡県山門郡瀬高町大字長田｜
字狐林2975-1･2975-2
面稔71,928.53m2

12.文化財：国指定天然記念物
楠林昭和49年6月18日指定
源氏ボタル生息地昭和16年3月27日指定’

'3．町木：楠昭和54年1月19日決定

樟樹閑 話
●クスノキと樟脳・年表rしょう脳専売史(続)』黍(日本専売公社･昭和38年10月発行)より紹介。

＊『だばこと塩の博物館』所蔵

（孟牌3濡溌谷弓報'脚76-5692）元禄年間薩摩藩に製脳業起こる。正徳年間(1711～

(16冊~1703年）1715）同藩で樟脳専売制が施行される。

明治20年日本内地樟脳禰出高3,600トンにのぼる。※当時3500トン/年の樟脳生産を維持するだ
31年セルロイトミ透明生地国産製造に成功。めには，年間630千石の原木を必要としてい
36年5月，内台共通樟脳専売法，帝国議会を可決。た。

10月施行。33年公社，33年度からクス新規造林をとりやめ。
39年本格的クス造林事業(大正5年までの10カ年35年専売制度調査会樟脳専売廃止の答申をだす。
で2500ha植栽)｡37年合成樟脳の爾入許可される(1月)。

昭和8年わが国セルロイトミ生産高（樟脳を原料）初め大蔵省，樟脳専売廃止法案について大蔵委員
て世界第1位を占める。会に法案大綱を示し了承をうる（1月)。

22年公社，全国のクス原木の現在本数と蓄積を調公社直営造林地(約4000ha)の引き継ぎにつ

g(19,100千本,12,040千石)。いて林野庁および関係県に働きかけるが不調
23年クス造林5カ年計画決定（年間で林野庁750に終わる（最終的には，土地所有者と解約・
ha,公社2､OOOha,計2,750haを植栽,5返還される)。

力年で13,750haの造林を目標)。3月|,58年にわたつだ樟脳専売を廃止。

林業技術N().6611997.4
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、 ZZ ⑳南九州大学

⑳南九州大学園芸学部造園学科

〒884宮崎県児湯郡高鍋町ひばりケ丘

TEL.0983-23-0793FAX.0983-23-3444

．学部の講座・研究室等＝本学園芸学部は造園学科の

ほかに園芸学科，農業経済学科，食品工学科（各学

科50名定員)で柵成する。造園学科は造園学コース

と緑地工学コースに分かれる。造園学コースでは庭

園・公園と造陸I植物を重点に設計・デザイン・植栽

計画の知識と技術を習得する。緑地工学コースでは

土木・建築を含めた公共造園・緑地工事をはじめグ

ローバルな環境問題の総合的研究・応用に重点を置

いている。本学の開設時（昭42）には林学概論とい

う科目もあったが,35年余を経過した現在は緑化工

学，森林風景計画論，砂防工学などに細分化されて

いる。研究室は11あるが,講座制によるものではな

く，担当科目別による。林学に関連する主な研究室

と主要研究テーマは次のとおりである。

＊傾斜地保全学＝傾斜地土質から見た保全に関する研

究。

＊造園樹木学＝造成地の土壌特性と樹種の選択，造成

地緑化の自然立地解析と対策に関する研究｡

＊水土保全学＝造園手法による生態系保全に関する研

究，渓流環境の保全と復活，感潮区間におけるヤナ

ギ林の復元。

－開識科目(南九州大学園芸学部造園学科)－
●学科必修科目…造園製図実習1･11,測迩学及び実習1･
11,造園実習1･11,卒業論文。●選択必修科目…専攻淡
習1･11(共通),造園学概論，庭園学，庭園学演習1．

1I,造園材料及び施工論1.11,造園管理学，造園史，造
園植物および植栽論1．11,造園地被学(以上造園学コー
ス)，都市公園論,都地緑地論演習1．11,自然公園論，自
然緑地論淡習1･11,土地利用計画論,敷地計画論演習1．

11,緑化工学1･11,●選択科目･･･緑地工学実験，水理学
及び水利造桃学，河川環境論，環境計画論，造園環境論，

都市計画論,建築学通論,環境デザイン論,森林風景計画
論，景観保育論，観光施設論，造園コンピュータ論1．

11,鉄筋コンクリーl､工学，応用測量学及び実習1．11,

砂防工学,土質工学,造園緑地法規,造園植物学実験,花

卉園芸学,造形美学実習，植物形態学,植物病学概論,害
虫学、植物生理学,肥料学,土壌学,造園施工実習，デザ
イン繋礎実習ほか。

＊先月号の本棚では，広島県立大学，広島大学を紹介しています。
＊各大学の状況に応じ，紹介スタイルが変わることがあります。

くす造林面澗ならびに樟脳生産高表（『しょう脳専売史（続)典より）
を系統的にとりまとめた私家版。

実験ならびにとりまとめ期間は昭和23～35年

当時，それまで造林的な面（植付け技術）からの

検討はほとんどなされていなかつだとある。クス

ノキ苗木を対象として，水分の収支という面から

移植時における問題点を多岐にわたって考察して

いる。クスノキ造林に関する文献が比或的少ない

なか，本書は幻の文献として貴重。

－逓林面稿

--------生産雨(膣ぅ鶴)1F ０
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●広葉樹人工造林の手引
熊本営林局平成7年3月刊B5,103p.
(林野弘済会熊本支部取扱い壷096-354-2251)

1.”0

ﾄン

冠,ょう脇熊本営林局では，特に九州地域において用材と
しょう脳油

生産漉しての価値が高い樹種，取引雲の多い樹種，以前

から造林されだ実績のある樹種(クスノキなど18種の広葉

樹）について，人工造林のための標準的作業手引書を作成

した。樹種ごとに植栽適地，地栫え，値付（苗木・植栽本

数・植付方法・植栽時期)，保育（下刈・つる切り・除伐・

間伐等)，病虫害対策，参考文献等が示され，実用性が高

い。

遣林明治
面栖30

誕
元

日謡
元
８ 10 2C 30

●ｸｽﾉｷ苗木の植付けに関する研究（私版）
渡辺資仲著，昭和53年9月発行,B5,137P

東京大学農学部演習林報告で発表したクスの造林学的基

礎研究(第1報から11報まで)の要旨とその後の研究成果

林業技術No.6611997.4
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環境コストは付加価値を生み出すためのいわば

先行投資というわけだ。ところで北西部地域の林

産物価格は事実上同社によって決められていると

いっても過言ではない。特に輸出についてはそう

だ。国有林，州有林と続いた丸太輸出規制は私有

林に議論が及ぶと同時に止まる。繰り返し提出さ

れる私有林の丸太輸出規制法案が日のMを見ない

のはウエハウザー社が反対しているからだ。「120

％コミットする」から心配するな，というわけで

ある。面白いのは一時日本の木材業界も注目して

いたワシントン州有林の丸太輸出一部解禁の動き

についても，同社は中小製材業界，環境団体とと

もに反対に回っている。輸出価格の決定権が弱ま

るのを警戒してのことだが，環境団体とも非常に
うま

巧くつきあっている。しかし，「木の値段が安けれ

ばこうはいかない」

2．構造変化は川下から

まさに企業の論理だ，と感心した。前述した90

年以降の動きの中では，体力のない製材工場がぞ
つぷ

ろぞろ潰れた。林業従事者の失業増加が深刻な社

会問題になって州有林丸太輸出禁止に結びつき，

さらには国有林伐採量を巡る環境保護団体との論

争がクリントンを生んだ大統領選の争点にまでな

った経緯がある。この間に川下の自然淘汰が進み，

それを受けて90年代後半からは林産業界,素材生

産業を含む山持ち，大手森林企業，不動産会社な

どの間で，森林の売買が活発に行われるようにな

った。日本では戦後営々と続けてきていまだ十分

成し遂げられていない構造改善ということが，こ

ちらでは企業と市場の論理だけで強引に進められ

ている。

1．環境コストを付加価値に変えるr巨人」

ウエハウザーという会社がある。米国ワシント

ン州に拠を椛え，国内に230)yhaの自社有林，カ

ナダに730万haの伐採権を持つ世界最大の林産総

合企業だ。優に日本の国有林をしのぐ経営規模を

持ち，木材部門のみならず林産，加工，流通，育

種，園芸，果ては不動産事業まで手がけている会

社を思い浮かべていただければよい。先日そこの

副社長から面白い話を聞いた。

「当社は日本のマーケッl､には120％コミット

する。なぜなら日本ほど高く材を買ってくれる国

はほかにはないからだ｣｢費社ほどの大企業ならば

市場がどうあれ競争力を失うことはないでしょう

に」「確かに他社との競争という意味では,材価が

現在の半値になったとしてもウエハウザーは困ら

ない。しかし価格戦|略はわが社にとって環境問題

とも絡んで特別の意味を持っているのです」

米国北西部の丸太価格は90年代に入るあたり

から急激に上昇した。マダラフクロウに代表され

る環境運動の高まりにより，国有林や州有林の伐

採量が激減したためだ。これらの地域の丸太輸出

も禁止された。自社有林から良質のダグラスファ

ーなどを，日本をはじめとするアジアの成長市場
もう

に輸出している同社はぼろ儲けだ。

「大きな声では言えないが．．…･」と彼は続ける。

｢木の値段は高くないと困るのです｡当社では企業

にとって外部経済と認識されていた環境問題にい

ち早く取り組み，そのコストを経営戦略に組み込

むことで,職境に優しいWeyel･haeuzel･というブ

ランドイメージに転換する，というポリシーを採

っています」
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そもそもアメリカには農業も含めて構造政策と

いうものが，その概念からして存在しない。われ

われが流域管理と称するものはその努力も緒に就

いたばかりだが，ウエハウザーにとってみれば，

それはまさに一企業の経営計画にほかならない。

ソロバンをはじけば当然,｢木の値段はこれこれま

で高くなければならない」となり，ソロバンに合

わない部門は合理化される。ひところあれだけ騒

がれた森林伐採を巡る論争も，流域全体での構造

調整がかなり進み，自然淘汰が一通り済んだ現在

では，議論も一服した感がある。経済のグローバ

ル化の中で，地域の関心はむしろ付加価値製品の

輸出ドライブということに移ってきている。その

端的な例が「輸入住宅」であり，ワシントン州で

は神戸震災を契機に，産・官・学が一体となった

住宅輸出プログラムが進められている。環境団体

にしても，経済の健全性が担保されて初めてその

果実が山に還元されると知っている。山元の値段

も高くなったが，製材品価格も一貫して上昇して

きているのだ。ところが，これが海を越えて日本

に渡ると，「安い外材」として国産材を直撃する。

円高による吸収もあるが，国内における米材価格

の上昇,国産材立木伽格の低下が,過去10年以上

の傾向として定着している事実は円高では説明で

きない。林業利回りが1％以下という異常事態を

説明すると，副社長はニヤリと笑って言った。

「わが社の数字は出せないが，米国の長期国債

を買うよりはずっともうかるよ」……恐らく2桁

は下るまい。この差は何か，ということになる。

3．市場と環境を結ぶものは…

海外投資による経済のグローバル化や，インタ

ーネットに代表される技術革新により，世界はま

すます小さくなり，市場主導型の大変化が地球的

規模で起きている。しかもそのスピードは想像以

上に速い。この潮流を端的に表す関数として，日

本の「流通」は今後ドラスティックに変わってい

くに違いない。米国での動きは瞬時に日本を直撃

する。行政の取り組みを待つまでもなく，「製品輸

入」という黒船が市場に変革を迫るだろう。その

一方で，市場の論理では外部にはじき出されてき
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た「環境」その他の問題は今後ますます顕在化す

るだろう。国際レベルでの議論を見ても，環境を

はじめ労働，競争，投資(規制)，人権など，皆同

じこの文脈でとらえることができる。

「環境」と「流通｣，この2つは間違いなく21世

紀を占ううえでのキーワードだ。この2つを結び

つける概念として｢環境コストの経済への内部化」

を唱えたい。この視点からあらためて林野行政の

さまざまな施策を眺めると，まるで新採当時のよ

うな素朴な疑問が次々とわき起こる。採用面接で，

｢知床の問題をどう思いますか｣と聞かれ，同期の
き

－人は「伐るべきではないと思います」と答えた

ところ,｢国有林の経営を考えるとそうもいかない

んだよ」と言われたそうだ。そのとき私は，「大事

だといわれている森林ならもっと高く売ればよい

のに」と思った。外材の輸入も問題にされていた。

面接試験官には「売ってくれるうちはどんどん買

って，その間に立派な日本の山を造ればいいと思

います」と答えた。これらの「正解」は，実はい

まだによくわからない。

外材輸入といえば,やはり10年ほど前にスーパ

ー301条窯'というのが出て以来，林産物関税につ

いては，ずっと日米摩擦の種になっている。ウル

グアイ．ラウンド*2の交渉においても,1990年合

意の成果を死守した林野庁にとっては，林産物関

税問題は一種の聖域になっている感もあるが，こ

の措置により，日本の零細な製材工場が旧態依然

とした経営のまましばらくの温存を許されている，

というのが少なくともウエハウザーの主張だ。戦

後の経済構造の変化によるコストアップの埋め合

わせは一貫して山元立木価格の低下で賄われた。

多大な人件コストを抱える流通部門においては，
すべ

価格を下げる術もなかった。農林水産省では昔か

ら「競馬と流通には手を出すな」と言われるくら

い政治的に困難な分野だそうだが，林産物関税交

渉における日本側の努力が，結果として木材流通

の合理化を遅らせてきたとすれば，皮肉と言うほ

かはない。

4．修正迫られる米国の環境政策

マダラフクロウに端を発した環境論争も現在は
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沈静化の兆しを見せているが，米国でも従来の環

境政策に対してさまざまな反省がなされてきた。

一つの例が絶滅危倶種法(EndangeredSpecies

Act)でとられてきた一連の制度改正である。前述

したように，開拓の歴史以来広大な土地と資源を

有し，徹底した競争原理に貫かれた市場を持つ米

国では構造政策というものの必要がなかった。環

境問題は行き過ぎた資源政策への反省から具現化

し，これには新たな法規制で対応するというのが

基本政策であった。林野庁が森林の価値をエイヤ

で39兆円とはじき出したときには不思議とだれ

も物言いをつけなかったが，仮にこれが100兆円

と試算されていても特に文句は出なかっただろう。

米国が過去に学んだ教訓の一つに，環境の価値を

ひとたび経済活動の外でとらえてしまうと，その
たちま

コストは忽ち際限のない青天井となるということ

があった。その結果，経済の論理が当初のESA

法の意図とは逆に反応する。フクロウやウミスズ

メが将来見つかれば，どれだけのコストが発生す

るか予測もつかない。それなら今のうちに伐って

しまえ，売ってしまえと。林業版「草刈り場の悲

劇(TragedyofCommon｢3)」である。ウエハ

ウザーの価格政策が米国流のr環境の内部化」で

あるとするならば，一企業の経営計画には当然将

来の環境コストというものを定量的に組み込む必

要があり，法制度に環境の内部化を担保する措置

が求められるのも当然の帰結であった。こうして

生まれたのが｢生息域保全計画(HabitatConser-

vationPlan)｣,いわゆるHCPである。計画書に

書いてある以上のフクロウの保護は必要なく，将

来50～100年にわたって計画に則した伐採が保証

される。将来どんな種がリストに指定されても，
す

あるいは新たにその場所に指定種が棲みついても，

捕獲禁止（9条）の例外が適用されるわけで，将

来のことはだれにもわからないから，そこに行政

の構築できる論理はないことになる。環境コスト

を内部経済に組み込んだ後，両者のバランスは政

治が決める。

環境政策に市場経済の原理を導入する試みは，

このほかさまざまな分野で研究されている。アラ
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スカのベーリング海で獲れるスケソウダラや，オ

ヒョウ，銀ダラは，毎年「よ－い，ドン！」でシ

アトルから大型の船がやってきてアシと言う間に

割当を獲り尽くしてしまうので，数日で漁期が終

了してしまう。資源は枯渇し，市場価格は乱高下

し，毎年漁船の沈没による死者が出る始末であっ

た。このため個人別に漁穫割当を発給し，それを

市場で自由に売買できるようにしたら，自然と保

続的な漁獲がなされるようになり，漁獲権の売買

による構造調整が進み，過剰気味であった船の数

も減って，今のところうまくいっている。

農業分野では昨年，ニューディール政策以来と

いわれる農業法の抜本的改革により，デカップリ

ングが導入された。米国でも農業の価格政策だけ

は市場経済とは別の聖域とされていたが，やはり

政治の決断により，向こう7年間は農業をやろう

がやめようが一定の金を払うから，その間の構造

調整は市場に任せよう，ということになった。こ

こでも行政の論理が介在できる余地はなさそうで

あり，落とし所の政治判断基準は「予想しうる財

政支出よりデカップリングがどれだけ安いか」で

ある。もちろんこのほかに譲渡可能な排気ガス排

出権の割当制など失敗した例もたくさんあるが，

いずれにしろ日本ではこの種の研究が思いのほか

少ないことだけは確かである。

5．切り離せない森林の機能

折しも米国ではForestSel-vice無用論が盛ん

である。だが国有林野事業の見直し論が，ともす

れば森林の環境的機能の切り離しという視点でな

される日本に比べ，米国のそれはだいぶ方向性が

異なっているように見える。非効率な行政では市

場の論理に巧く対応できない。民間企業のほうが

よっぽど上手に環境と経済活動の調和を図ってい

る。そんな森林局はいらないよ，というのがこち

らの議論である。実は森林自体に線を引き，環境

林・経済林と分けて異なる施業をバラバラに行う

愚かさは，アメリカのレンジャー自身がいちばん

よく知っている。

米国の環境政策は，先に述べたように，資源管

理の反省から生まれたものであるから，環境林は



内務省国立公園局，経済林は農務省森林局と，全

く別の主体がそれぞれ独自に土地を所有している。

しかし森林自体は互いに隣接して同じ所にある。

真ん中（コア）は公園局，周囲のバッファーは森

林局という風な具合だから，そういうところのレ

ンジャーは，たいてい担当区事務所を共用してい

る。ところがそれぞれのレンジャーが行う森林管

理には連続性がないという。線の外側では病害虫

が発生するとフォレスターがたちどころに処置に

あたるが，線の内側では自然の推移に任せること

が多いそうだ。他方，防火のための計画的な火入

れ(priscribedburning)については森林局のほ

うがより積極的で，さらに不思議なことには，法

定原野（原生自然地域;WildernessArea)にお

いては，国立公園内で認められているチェンソー

の使用が国有林の中では不可とされる。運用にお

ける法解釈が異なるためだが，要するに全くフィ

ロソフィーが違うのだ。日本ではどうなっている

かと聞かれて，土地はみな国有林が所管し，それ

ぞれ国立公園や環境林等の法律の網がかかる。林

野庁の森林官が各規制に基づいて統一的な施業計

画を作成し，一体的に管理している，と説明する

と，「森林全体の健全性(healthy)を考えると，

日本の制度のほうが進んでいる」と驚いたのは，

フォレスターではなく，むしろ公園局のレンジャ

ーのほうだった。林野庁の組織がどうなるにしろ，

森林の多面的機能を分解しようとする愚だけは避

けねばならない。

6未来の森林産業のために
は

エコシステム・マネージメントという言葉が流
や

行りだ。森林総合研究所の専門家でも概念を正確

に把握している人は少ないという。実はアメリカ

人にもよくわからない。「生態系管理｣と訳される

がnlanagelnentには経営といったニュアンスも

ある。ある森林局の財務官の見解では,ecosystem

には地域のコミュニティや林産業界をも含むのだ

という。資源政策の反省から環境問題が認識され，

環境政策の不備を再び市場経済の手法で補おうと

する過程において，何らかの解を手探りで求めよ

うとしたアメリカ人がつくり出したレトリックで
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あろう。その点，日本の林業など，そもそも環境

をその経済活動の中に内包し，地域の伝統文化の

中で育んできた｢EcosystemManagement｣の模

範生のようなものであった。はるか江戸時代の昔

から営々と培われ継承されてきた日本の林業技術

には，今なお世界に誇れるものが少なくない。時

代と経済の変化に応じた，新しいパラダイムの再

構築が求められているのだ。林業基本法制定以前

から，これらの技術を貫いてきた哲学とも呼ぶべ

きものは，今もこれからもずっと正しい。昔の先

輩はそれを予定調和と呼んだ。これからは環境の

内部化と呼ぼう。早晩林業基本法の見直しも議論

されることだろう。21世紀の「新林業基本法」

は，「森林業基本法｣と呼ぶべき概念になるかもし

れない。ともすれば森林の公益的機能のみが独り

歩きして声高に叫ばれる中，あえて「業」を唱え

るのは逆説的だ。だがそこは温故知新，新たな視

座で未来に前進あるのみだ。

*lスーパー301条

アメリカの包括貿易法に盛り込まれた不公正貿

易国と行為の特定・制裁についての条項。

蟻2ウルグアイ・ラウンド

ガット(関税貿易一般協定)多角的貿易交渉。1986

年ウルグアイで最終の交渉（ラウンド）が始ま

り，94年に終結｡翌95年,ガットは世界貿易機関

(WTO)に生まれ変わった。

＊3筆者注:TragedyofCommons(共有の悲劇）

米国の生物学者G・ハーディンが1968年サイエ

ンス誌に発表した論文｡共有地の経済活動では個

の利益の追及が共同体には不利益になることが

ある。

フォーラムr研究会･盛岡」「シンポジウム･東京」の
報告，④紋様百態一春を呼ぶく大文字桜>，稜線を走る
防火帯，太宰府界隈，⑤空中写真利用入門講座一組写
真との付き合い方／高さを測る（2）
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蓬嬉職霧………･……･…………………･…・

ｽｳ霞ﾙの場合一海外の森林｡林業博物館（上）

ひおきゆきお

国±防災技術株式会社環境防災センター日置幸雄

はじめに

現代はまさに情報化社会,そしてPR時代,さまざま

なメディアを通じて多様な情報が世界中を飛び交って

いる。近年注目を浴びている自然環境，緑，森林，林

業も，ファッション界など華やかな部門には到底及ば

ないが，決して例外ではない。その一環，その中核に

森林・林業博物館のユニークな存在がある。

『森林科学』（日本林学会編)N06.1992.10の「林

業の啓蒙,PR活動の現状と問題点｣(藤土久美子ほか）

は，わが国におけるこれらの常設展示施設の実態と効

果を極めて的確に分析していて興味深い。

ところで，この分野における世界の現状はどうなの

か。筆者は今まで海外渡航のたびに，精力的にこの種

の博物館，センターを訪れ，その概要を把握してきた

が，ここではその一端としてスウェーデン国リュクセ

ールにある博物館を紹介する。同館は先年，ヨーロッ

パ圏の森林・林業関係のコンクールで見事金賞に輝い

た名門（駐日スウェーデン大使館談）である。以下は

その概要である。

1．スウェーデンの森林と林業

リュクセール博物館の紹介に当たっては，まず同匡｜

の森林・林業の紹介から入るのが順序というものであ

ろう。北ヨーロッパ，スカンジナビア半島の南東部を

占める社会福祉と白夜の王国スウェーデン。森林・鉄

鉱に恵まれ文化の高い国家として名をはせている。国

土面積は，4113万ha,緯度の高い割には気温が高く，

植物の生育期間は南部で330日前後，北部で130日前

後とされている。全国土の森林率は約53％で,全ヨー

ロッパのうち，フィンランド（70％）に次ぐ森林国で

ある。森林の所有関係は国有林19％，公有林7％，私

有林74％で，国民の林業･森林に寄せる関心は伝統的

に深いが，近年酸性雨による森林被害，開発の進展に

伴う大径木の減少，貴重な動植物の種の絶滅など（国

立農科大学調べ）が憂慮され，この国もご多分にもれ

ず深刻な問題をかかえている。しかしリュクセールの
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博物館はこの中にあって，厳然としてその真価を発揮

しているやに感じたのである。

2．リュクセール博物館を訪れる

(1)所在地など：リュクセールは，首都ストックホル

ム（アーランダ国際空港）より，小型ジェット機で70

分（距離600km)の中小都市ウメオから内陸部へ120

km入った森林都市である。夏季はストックホルム

～リュクセール間にも国内航空便が運行されている。

博物館は町の郊外を貫流するウメオ川沿いの森林の中

に質素なたたずまいを見せている。ここを訪れた11月

上旬には，北極圏(北緯66度以上）に近いせいもあっ

てウメオ川の氷結も始まり，道中猛吹雪に見舞われた。

町の手前の森林の中では，サーメ人（原住民）の引

率するトナカイの大群に包囲され，車が一時ストップ

するという珍事にも遭遇した（写真①)。施設（建物）

は木造平屋建床面積は約2000㎡,展示館,ホール(各

種の催しや来館する子供たちを対象とした森林教室，

遊びの場)と事務室より構成されていた｡職員は館長の
フォレスター

ほか林業技術者の学芸員などの専門家，営繕担当，事

務官など数名が常駐し施設の管理運営に当たっていた。

林業技術N().661199f4
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写真6

庵』

車のクラクションに驚いて一斉に林内に散るトナ

カイの群

(2)博物館設立運営のコンセプト：案内をかつていた

だいた学芸員の説明によれば，当館の目的は森林・林

業に対する国民の啓発それを通じての自然環境保全

と林業の両立をいかに人々に理解させるかに尽きる。

具体的には次の点に要約されようとのことであった。

①伝統的なかっての林業の実態を正しく保存し，歴

史としてこれを後世に伝える。②かつての古い林業か

ら脱皮した近代的な林業技術への発展の過程を紹介す

る。③いま注目を集めている貴重な森林の効用を広く

PRする。かつては考えられなかった東欧圏を元凶と

する酸性雨の襲来。開発に伴う森林の動植物の種の絶

滅等に対する人々への認識を高める，等々。

なおこれらのコンセプトが，展示の中にいかに反映

a.制服姿の森林官

写真③
b.営林署員

-’で』

c･現場マン

31

写真②エントランスホールの壁に示された統計

されているかは，次の具体的な展示物の紹介の中でこ

れに触れたい。

3．展示施設を見る

リュクセールの博物館は，シラカバ，カラマツ林の

中に建設されており，外観は一見これといった特色は

ない。しかし歩道沿いに一歩館内に足を踏み入れると，

それは懐しい古いよき時代の香りに満ちあふれていた。

エントランス：エントランス右手の壁には，真紅の

棒グラフによる各種の統計が目を射る(写真②)。森林

の蓄積，成長量，木材関連産業の推移，林産物輸出入

の内容，私有林，国有林の現況などである。ここで全

体の基礎知識を得て，入館者に対する質問(Q&A)

を経て館内に入る。

蕊
|、熱スマートな現場作業員（フォアマン･写真③c)

』の登場である。

i鴬驫誓隣潔
再現されていて思わず息をのんだ。しかし「現

:擬瀞凄職裟
一宅する現場マンの姿が対象的に展示されていた。

伐木・集運材：当館のハイライトともいわれ

ているこのコーナーでは，森林と伐採（手動鋸

林業技術No66119W4
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写真④現場技術者の研修風景（リュクセール博物館提供）

写真⑦このコーナーの一角には実物大

の馬そりがあった

と自動鋸）現場の一大模型が展開されていて興味をひ

いた。動力鋸が最初に用いられたのは1950年，スウェ

ーデンで大量生産が始まったのが52年,当時の機械の

重耀は1台20kgであったが,その後合理化が進み,ち

なみに近年のものは5～7kgとなるなど，技術の進

歩の過程が示されていた。写真④は，各種の自動鋸を

背景にして，現場技術者の研修風景である。なお2人

で用いる自動鋸(写真⑤）は1940年以降に使用された

が，現在は姿を消しているようである。

この展示を見ながら筆者は，旧制中学のころ目にし

た次の一文を思い出していた。

"Inevel･sawsawsawthesaw"

ここでも写真と模型により，往時と現代のようすが

比較形式で展示されていた。そのハイライトと思われ

るものを以下に示す（写真⑥，⑦)。

全国土の8％が湖，そしてバルト海に注ぐ水量豊か

な各河川を利用した運材もスウェーデン林業の特徴の

一つであるとされている。その一端の展示が(写真⑧）

である。また水中貯木の状況も展示されていた。

森の多面的利用：近年，森林の持つ多面的，多角的

機能への関心が高まっている。ご多分にもれずスウェ

ーデンでも，過度な森林の開発に伴う警告とキャンペ

ーンがこのコーナーでも大きく取り上げられていた。

その一端をここに掲げる。

Recreation:森はみんな国民のもの，作業現場を除

いて森林にはだれでも入れる慣習が北欧にあることを

写真⑤2人使用の自動鋸（リュクセール博物館提供）

1$.，
:LL
L'

,豆■

雪
一一二一一〃h

即■
iG

r宅ｨ」
氏夛訓暁
膨
慈
唾

論

敵

一

シロ■■

言

写真⑥雪とガスの中で進められる集材
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’1一

写真ﾛ日本ではすでに死語となった管流 写真⑨森林レクIノエーションの模型

あらためて知ることができた。1i4災一人一人が森に深

い関心を持っていることも新鮮な発見であった（写真

⑨)。

Wild-life:森林は野生動物の蛍軍な腰息地である。

ここではヨーロッパオオカミや箇躯な野鳥など，絶滅

が懸念されている樋の保護の必轆性が強く｜訴えられて

いた(写真⑩)。植物の種の保謹にも深いIM1心が払われ

ていた。
3ル・

ErosionControl:急臘部からの落打,渓流の昨いに

林を残すなど．｜||崩れを含めた|:{沙災11;の防IIに対･し

ても警告がなされていたが，ここでの雌火のllli迦は，
シート巽リーグトJシ

皆伐跡地に対するl11肌の表lili混食であった('り『↓!(

⑪)。この一両に酸性雨被密の解説板があった。|#物館

訪|M1の帰途，スl､ツクホルム郊外ウプサラにあるl:fli>:

農科大学環境研究所で,"jfの‘ﾉさ態についてレクチュ

アを受けたが，その結果は極めて深刻であると受けIこ

めた。

おわりに

1I&後に一つ縦告しておかなければならないこと，そ

れば1i節には現今異常な勢いで普及しつつある電子機

器を活ﾊjした展示が、一切見当たらなかったことであ

る。故|瞳に次ぐ故障，いろいろなトラブルの発生で，

現ｲI;はすべてお蔵入りになったとのことであった。未

雌にJ1↑鮒の所在地，連絡先等を示す。

LyckseleF()1･estMuseum

l)arkK01･esiteofGammplaiseninLycksele

()11E79ThcBlueRoadSweden.

TclO950-37945～37946

P()staladdl･essBox､7692100LVcksele

－

且
三

縄

渥

出

,ー

夕

W4
し通』

ム

診、、
●

‘"幽尭.鼬'．●

ワ

ー

■

《

ご
］

一
一

〆

写真(u;表土浸食の被害が山地の有機物の喪失を含めて説明されていた
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三
１
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
で
な
く
な
っ
た
雨

音
は
、
多
摩
丘
陵
の
山
村
に
生
ま
れ
、
雌
も
大
切
な

も
の
の
一
つ
に
武
蔵
野
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
重
吉

の
「
幼
い
Ｈ
」
に
よ
っ
て
、
少
年
時
代
に
原
っ
ぱ
の

猫
柳
に
耳
を
あ
て
て
聞
い
て
い
た
も
の
は
、
木
が
そ

だ
っ
て
い
く
生
命
の
響
き
だ
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

ま
た
亜
吉
の
詩
の
聖
に
あ
る
も
の
は
、
大
人
に
な
っ

て
い
く
こ
と
は
、
そ
う
い
う
響
き
が
き
こ
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

私
は
今
勤
務
先
の
大
学
で
、
林
学
科
の
学
生
を
巾

之＝コ
ナ
ラ
の
芽
吹
き
（
軽
井
沢
に
て
筆
者
撮
影
）

そ
だ
つ
ひ
び
き
が
き
こ
ゆ
る
日

そ

■己

‐■

画

顎』

y

兎． …

ー

澪

鷺

髄』
雨

心
に
、
「
自
然
文
学
論
」
と
い
う
授
業
を
持
っ
て
い

る
。
何
年
か
前
の
四
月
の
半
ば
を
過
ぎ
た
こ
ろ
の
授

業
で
、
窓
の
外
の
木
々
の
芽
吹
き
に
時
々
日
を
や
り

な
が
ら
、
小
村
さ
ん
の
口
記
の
話
か
ら
高
見
順
の
詩

「
庭
で
（
ご
」
を
黒
板
に
蒔
い
た
。

カ
エ
デ
の
赤
い
芽

む
れ

空
を
め
ざ
す
小
さ
な
赤
い
手
の
群

祈
り
と
知
ら
な
い
祈
り
の
姿
は
美
し
い

こ
の
詩
は
高
見
さ
ん
が
ガ
ン
で
倒
れ
て
か
ら
創
ら

れ
た
も
の
だ
。
こ
の
作
品
を
初
め
て
読
ん
だ
時
の
感

動
を
話
し
て
次
に
イ
ン
ド
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を

二
つ
書
い
て
み
た
。

「
静
か
に
わ
が
心
よ
こ
れ
ら
大
き
な
樹
木
た

ち
は
祈
祷
者
な
の
だ
」

Ithinkthatlshallneversee

Apoemlovelyasatree
●●●

AtreethatlooksatGodallday

Andliftsherleafyarmstopray;
●●●

PoemsaremadebyrOolslikeme.

ButonlvGodcanmakemeatl･ec

きっと木のような美しい詩にめぐり会

うことはないだろう

-I1中神を見つめ葉の茂る腕を祈る
ためにさしあげる木よ

●●●

詩は私のような愚か者にも作れるが
神だけが木をお作りになれるのだ
ジョイス・キルマー『樹』（久能木訳）

一
‐
木
々
は
大
地
の
あ
こ
が
れ
の
よ
う
に
天
を
の
ぞ

こ
う
と
し
て
爪
立
つ
」

期
せ
ず
し
て
東
洋
の
二
人
の
詩
人
が
、
木
の
芽
に
、

ま
た
樹
木
に
祈
り
の
姿
を
見
て
い
る
。
こ
う
い
う
気

持
は
何
も
東
洋
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
、
十
九
世
紀

末
の
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
ジ
ョ
イ
ス
・
キ
ル
マ
ー
の

「
樹
」
と
い
う
詩
を
挙
げ
て
み
た
。

最
後
に
高
見
さ
ん
の
お
墓
参
り
に
北
鎌
倉
の
東
腿

寺
に
行
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。

先
に
掲
げ
た
商
兇
さ
ん
の
「
カ
エ
デ
の
赤
い
芽
」
、

タ
ゴ
ー
ル
の
詩
は
、
私
の
試
験
出
題
の
中
で
厳
も
感

銘
を
受
け
た
作
品
と
し
て
取
り
ｋ
げ
た
学
生
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
一
人
の
女
子
学
生
に

話
し
か
け
ら
れ
た
。
先
日
の
高
見
さ
ん
の
詩
に
感
動

し
て
、
矢
も
盾
も
た
ま
ら
ず
束
慶
寺
に
行
き
、
お
墓

の
前
に
し
つ
ら
え
て
あ
る
床
几
に
腰
を
ド
ろ
し
、
高

見
さ
ん
と
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
と
い
う
。
話
し
て

い
る
う
ち
に
何
か
心
の
わ
だ
か
ま
り
が
ふ
つ
き
れ
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
と
言
っ
て
彼
女
は
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
と
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

今
年
も
芽
吹
き
の
季
節
が
や
っ
て
来
る
。
最
初
の

芽
吹
き
を
見
つ
け
た
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
私
は
「
ほ

う
ら
、
中
村
さ
ん
、
武
蔵
野
の
芽
吹
き
が
始
ま
り
ま

し
た
よ
」
と
声
を
か
け
よ
う
。

林業技術X0.6611997.4
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筑
波
山
麓
の
静
か
な
山
村
か
ら
、
片
道
自
転
車
で

一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
町
の
高
校
に
通
学
す
る
明
け

暮
れ
の
唯
一
の
楽
し
み
は
、
学
校
の
帰
り
に
町
の
本

屋
に
立
寄
る
こ
と
だ
っ
た
。
月
に
二
・
三
冊
も
岩
波

文
庫
を
買
え
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
う
小
遣
い
の
中
か

ら
、
あ
る
日
、
偶
然
手
に
取
っ
た
『
き
け
わ
だ
つ
み

の
こ
え
ｌ
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
』
を
気
が
つ
い

た
ら
買
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
帰
り
急
坂
に
自

転
車
を
降
り
て
上
が
っ
て
い
く
時
、
こ
の
本
を
開
い

て
み
た
ら
昭
和
十
八
年
四
月
二
十
九
日
の
中
村
徳
郎

さ
ん
（
東
大
地
理
学
科
学
生
。
昭
和
十
九
年
六
月
比

島
で
行
方
不
明
。
二
十
五
歳
）
の
日
記
が
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
。

「
夕
暮
れ
の
武
蔵
野
を
戦
車
を
駆
っ
て
西
へ
。
武
蔵

け
や
馨

野
！
樺
と
杉
と
、
竹
と
雑
木
と
。
畑
の
匂
い
が
す
る
。

ゆ
う
げ
に
お

夕
餉
の
味
噌
汁
の
香
い
が
す
る
。
若
芽
の
薫
り
。
軽

か

戦
（
小
型
戦
車
）
の
煙
の
中
か
ら
か
す
か
に
嗅
ぎ
あ

懲
然
癖
森
撚
懸
葵
儀
滅
泄

鱗
繊
恥
灘
撫
掛
職
糀

聡
鍵
盤
．
濡
瑳
、

粥
総
識
憂
》
津
‐
鑑
“

ゞ
懇

《
恥
々
『
ロ
口
早
“
■
』
一
』

．
；
、
，
●
端
、
鐘

川
辞
み
０
、
免
叶
。

ｎ
〈
・
鈩
伊
急
窪
叩
丹
用
法
》
』
恥
を
〆
ふ
蛾

東
京
農
業
栄
学
教
授

て
た
時
の
嬉
し
さ
。
ど
こ
ま
で
も
は
て
し
な
く
続
け

か
ん

と
思
い
な
が
ら
操
縦
桿
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
」
目
頭
が
熱
く
な
り
活
字
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
時

は
春
、
折
り
し
も
自
分
の
眼
前
は
芽
吹
き
出
し
た

木
々
の
薫
り
で
む
せ
か
え
る
ぐ
ら
い
だ
。
こ
の
日
記

を
書
い
た
一
年
余
り
後
に
中
村
さ
ん
は
戦
死
さ
れ
て

い
る
。
今
の
自
分
と
十
歳
も
違
っ
て
い
な
い
の
だ
。

そ
の
日
を
境
に
私
の
物
を
見
る
目
が
変
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
木
々
の
芽
吹
き
を
見
て
も
、
美
し
い
雲

を
見
て
も
思
わ
ず
中
村
さ
ん
に
話
し
か
け
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

そ
し
て
中
村
さ
ん
の
分
ま
で
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
こ
ま
や
か
に
味
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
筑
波
山
麓

の
村
に
移
り
住
む
前
、
三
、
四
年
ほ
ど
千
葉
県
の
市

川
に
い
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
に
Ｂ
羽
の
空
襲
が
始

ま
る
こ
ろ
だ
っ
た
。
牛
込
か
ら
越
し
て
き
た
市
川
は

燕
能
義
剥
競

溌鐵溌溌新
興
住
宅
地
と
い
っ
た
感
じ
で
、
家
並
み
と
田
畑
が

と
掌隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
。
家
の
裏
に
は
池
が
三
つ
も
四

つ
も
あ
り
、
そ
の
先
は
原
っ
ぱ
が
広
が
っ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
に
な
る
と
毎
日
の
よ
う
に
空
襲
が
あ
り
、

Ｂ
豹
が
東
京
爆
撃
の
帰
り
市
川
の
上
空
を
通
っ
て
い

っ
た
。そ
う
い
う
空
襲
の
合
間
を
み
て
は
裏
の
原
っ
ぱ
に

行
っ
て
、
つ
か
の
間
の
静
け
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

春
先
に
な
る
と
、
原
っ
ぱ
は
一
面
猫
柳
の
花
穂
で
白

く
な
っ
た
。
猫
柳
の
柔
ら
か
な
花
穂
に
そ
う
つ
と
耳

を
つ
け
て
み
る
と
、
何
か
小
さ
な
響
き
が
聞
え
て
く

る
よ
う
だ
っ
た
。

『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
手
に
し
た
後
に
、
同

じ
町
の
本
屋
で
八
木
重
吉
（
詩
人
。
一
八
九
八
‐
一
九

二
七
）
の
詩
集
を
見
つ
け
た
。

く
の
き
と
し
た
け
東
京
に
生
ま
れ
、
市

川
、
筑
波
山
麓
、
大
磯
な
ど
で
育
つ
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
（
英
文
学
）
修
了
後
、

東
京
腱
大
に
勤
務
。
英
国
の
農
民
・
自
然

詩
人
ジ
ョ
ン
・
ク
レ
ア
を
中
心
に
、
自
然

と
文
学
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

幼
い
日

お
さ
な
い
日
は

水
が
も
の
云
ふ
日

木
が
そ
だ
て
ば

林業技術No_66119W4
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サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
で
は
、
徹
底
的
な
学
部
両
編
が

行
わ
れ
て
、
大
学
院
レ
ベ
ル
に
「
文
化
・
開
発
お
よ

び
環
境
の
比
較
研
究
セ
ン
タ
ー
』
が
設
椴
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
内
の
六
修
士
課
程
の
一
つ
が
Ｅ

Ｄ
Ｐ
コ
ー
ス
で
あ
り
、
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
Ｅ
Ｄ
Ｐ
コ
ー
ス
は
一

年
間
（
三
学
期
）
に
識
義
が
一
系
統
（
通
年
）
、
セ
ミ

ナ
ー
が
菰
系
統
あ
り
（
各
学
期
に
二
・
二
・
一
で
消

化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
語
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
）
、
一

万
語
の
修
士
論
文
を
夏
休
み
後
に
提
出
し
て
修
了
と

な
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
「
環
境
シ
ス
テ
ム
の
安

定
と
変
動
」
、
「
環
境
政
治
経
済
学
」
、
「
環
境
政
策
と

（
工
業
）
技
術
」
、
「
地
域
生
産
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び

「
環
境
影
響
評
価
と
蛮
用
対
効
果
分
析
」
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
開
発
学
と
も
や
や
違
う
よ
う

で
、
説
明
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

コ
ー
ス
の
中
に
経
済
学
を
本
格
的
に
や
っ
て
き
た
学

生
は
い
な
い
の
で
、
ど
う
も
中
途
半
端
な
掘
り
下
げ

方
に
終
わ
る
講
義
、
セ
ミ
ナ
ー
が
多
く
、
取
つ
つ
き

や
す
く
も
あ
り
、
物
足
り
な
く
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｄ
Ｐ
コ
ー
ス
の
学
生
（
英
国
人
四
名
、
留
学
生

六
名
の
計
十
名
）
を
英
国
人
か
ら
簡
噸
に
紹
介
す
る

と
、
キ
ー
ス
は
学
部
に
入
る
と
き
「
お
れ
は
環
境
保

護
団
体
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
だ
」
と
ウ

ソ
を
つ
い
た
ら
歓
迎
さ
れ
て
合
格
し
た
と
い
う
経
歴

の
二
枚
ｕ
・
ジ
ョ
ン
は
水
質
検
査
と
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー

ブ
製
造
の
技
術
者
で
、
あ
ら
ゆ
る
軍
而
の
運
転
免
許

（
営
業
、
教
官
免
許
も
含
め
）
を
持
っ
て
お
り
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
寄
付
金
集
め
事
務
所
の
ア
ル
バ
イ

ト
職
員
で
も
あ
る
ヒ
ゲ
面
・
長
髪
の
三
卜
代
。
ル
イ
ー

ズ
さ
ん
は
、
警
察
で
長
く
秘
替
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
身
の
痛
む
奇
病
を
亡
命
中
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
が

処
方
し
た
漢
方
薬
で
克
服
し
、
大
学
で
好
き
な
こ
と

湾
ん
雄

を
勉
強
す
る
と
決
意
、
車
両
修
理
工
場
主
の
旦
那
を

説
得
し
た
と
い
う
四
十
代
。
ジ
ュ
リ
ア
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
大
学
院
生
に
は
珍
し
く
両
親
か
ら
仕
送
り
を
受

主
沸

け
て
い
る
（
学
部
学
生
で
も
稀
で
、
奨
学
金
と
ア
ル

バ
イ
ト
が
主
流
）
お
嬢
様
。
コ
ー
ス
修
了
後
、
キ
ー

ス
と
ル
イ
ー
ズ
は
博
士
課
程
に
進
学
し
、
ジ
ュ
リ
ア

は
バ
ー
ス
大
学
に
移
っ
て
教
職
課
程
を
取
っ
て
い
ま

す
が
、
ジ
ョ
ン
は
消
息
不
明
で
す
。

さ
て
、
留
学
生
の
ほ
う
は
と
い
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
考
古
学
と
人
類
学
の
教
授
と

い
う
お
嬢
様
で
、
自
分
は
慣
習
的
土
地
利
用
を
扱
う

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
い
た
と
い
う
ナ
ム
（
「
南
」
の
意
。
妹
は
「
北
」

だ
そ
う
で
す
）
・
人
口
二
十
七
万
人
の
ブ
ル
ネ
イ
の
唯

一
の
大
学
か
ら
は
厳
格
な
ム
ス
リ
ム
で
、
か
つ
、
日

本
人
風
の
容
貌
の
ア
ズ
マ
ン
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か

ら
は
一
児
の
母
で
旦
那
は
国
連
軍
に
参
加
し
て
ク

ウ
ェ
ー
ト
に
駐
留
し
て
い
た
カ
ニ
ー
シ
ュ
。
エ
ジ
プ

ト
か
ら
は
カ
イ
ロ
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
で
鍛
え

た
ア
メ
リ
カ
英
語
を
引
っ
下
げ
て
、
お
化
粧
上
手
の

デ
ィ
ナ
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
か
ら
は
、
陽
気
で
美
人

で
、
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
が
「
神
と
幽
際
蝋
境
問
題
」

で
担
当
教
官
（
満
点
）
以
外
の
審
査
員
か
ら
は
失
格
点

を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
カ
タ
リ
ナ
。
コ
ー
ス
修
了
後

は
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
し
て
活
躍
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｓ

と
こ
ろ
で
、
開
発
学
で
世
界
的
に
有
名
な
開
発
研

究
所
（
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
大
学
本
体
か
ら
独
立
し
た
研

究
機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
連
邦
最
大

規
模
の
開
発
学
図
書
館
、
修
士
コ
ー
ス
（
開
発
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
等
三
系
統
）
を
独
自
に
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
コ
ー
ス
に
も
複
数
の
日
本
人
（
圧
倒
的
に
女
性

が
多
く
、
彼
女
た
ち
は
一
様
に
帰
国
を
嫌
っ
て
い
る
）

が
い
る
の
が
実
に
印
象
的
で
す
。

こ
の
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
は
参
加
型
地
域
評
価
亀
曽
●
‐

胃
一
ｇ
８
曇
罰
冒
・
篁
査
曽
愚
扇
罠
や
罰
と
の
第
一

人
者
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
博
士
が
お

り
、
筆
者
も
博
士
の
演
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
っ
た
二
日
間
の
演
習
で
し
た
が
、
さ
す

が
は
大
御
所
の
指
導
で
、
こ
れ
に
参
加
し
た
者
は
誰

で
も
、
演
習
の
内
容
や
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
熱
い
議

論
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
非
常
に
刺

激
的
な
も
の
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の
演
習
の
中
で
博
士
が
「
Ｐ
Ｒ
Ａ
を
行

う
者
が
現
地
で
最
初
に
必
ず
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
」
を
肝
に
銘
じ
る
よ
う
に
と
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。

最
終
回
は
こ
の
魔
法
の
言
葉
の
正
解
か
ら
で
す
。

林裳技術No6611997 4
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私餉英国留学釧記

ぬるいビールで乾杯、チアーズ／局

’
サセックス大学１

１

紘野庁“”究蒋"：渡辺達也l
＝＝－＝弓＝=一一=弓＝＝－：‘．．雫＝＝＝＝蝿

’

語
－－－在一一日▼－ー1ｰ司9－－

*勺旬やﾏ急－－9面ﾛ｡ﾛﾛアマ一－1－口＝一一

Ｏ
Ｆ
Ｉ
の
留
学
生
（
英
語
圏
か
ら
）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
林
業
研
究
所

（
Ｏ
Ｆ
Ｉ
）
の
一
九
九
三
年
か
ら
九

四
年
に
か
け
て
の
修
士
コ
ー
ス
に

は
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る
留
学
生

は
三
人
だ
け
で
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
烏
か
ら
来
た
、

線
形
計
画
を
理
解
す
る
稀
有
な
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
で
あ
る
ア
ダ
ム
、
ア
メ
リ

カ
の
カ
ン
ザ
ス
か
ら
は
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
の
森
林
計
画
チ
ー
ム
（
１
）

に
い
た
と
い
う
才
媛
パ
ム
、
そ
し
て
、

カ
ナ
ダ
の
ク
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

鳥
か
ら
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
レ
ン
。

ア
ダ
ム
は
、
ネ
パ
ー
ル
へ
の
林
業

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
テ
ー
マ
に
修

士
論
文
を
書
い
て
、
コ
ー
ス
修
了
後

は
し
っ
か
り
ネ
パ
ー
ル
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
職
を

得
て
、
現
在
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
英

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
転
職
を
検
討

中
。
パ
ム
は
、
才
能
故
に
Ｏ
Ｆ
Ｉ
か

ら
放
し
て
も
ら
え
ず
う
ろ
う
ろ
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
レ
ン
は
、
コ
ス
タ

リ
カ
に
渡
っ
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
（
熱
帯

農
学
研
究
・
教
育
セ
ン
タ
ー
）
で
半

年
働
い
た
後
、
故
国
に
帰
っ
て

蕊
フ
ィ
ー
ル
ド
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大
学
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
研
究
所
（
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）

な
る
職
業
を
開
業
し
、
ウ
ェ
ア
ハ
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
修
士
（
言
尉
冒
‐
ｇ
シ
算
）
コ
ー

ウ
ザ
ー
社
や
ら
、

ス
「
環
境
、
開
発
お
よ

マ
ッ
ク
ミ
ラ
ン
ブ

ロ
ー
デ
ル
社
の
仕
事

を
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ

に
も
頻
繁
に
顔
を
出

し
て
い
る
そ
う
で

す
。

こ
れ
ら
の
学
生

が
、
六
月
に
は
二
日

間
に
わ
た
る
論
述
試

験
を
生
き
残
り
、

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

互
い
の
健
闘
を
た
た

林業技術No.6611997.4
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|大村寛の5時からセミナー4の変化に乏しいことなどの問題が
ある。それはともかく，アンケー

ト方式により400人以上の被験者

から回答を得ることができた。

好まれる緑色縦してみると,水平に配列した
場合，緑率が上がるほど好ましさ

の順位は上がる｡緑率が25％にや

や低めのピークがあり,50%では

I…野辺の緑ぞ色まさりける(1I了く，その評Ⅲiは漠としている。やや下がる｡75%に最大のピーク

|今集)。近年,“緑の何と力ず，とい 緑の割合について，嗜好の度合が見られ,100％でまた下がり，50

1う合成語が増えつつある。“緑"はいを調査したことがある。緑色と％と|司じ程度に評価される。傾向

I環境問魍におけるキーワードであ茶色の面積割合を変えた供試デザは男性より女性のほうが明瞭だ。
｜り，答えが期待される色であろうインを提示し，好ましい順に順位ランダムな配置になると25％に
Iか｡緑色といえば，シイやカシなを|｢II答してもらった｡供試デザｲあった小ピークは消え,75%のみ
｜ど木の葉がイメージされる。好まンは,30clll×40clllの台紙に1clll四にピークが見られる。緑率が高い
Iれる色は青，赤，緑の順だから，方の色紙を張り付けて作製。緑率範囲では,同じ緑率に対し女性の
I緑色は第3位に入る。開発行為へ（％）は，0，11，25，50，75，ほうが男性より高く評価した。緑
|の反省だろうか，ガードレール,89,100の7段階に区分した｡配列のi肥置については,水平配列より
1I電信柱，橋梁，裸地化した斜面のは水平のﾘ状にしたものと，同じもうンダムな配列が圧倒的に好ま

吹き付けなど，人工構造物には，緑率でランダマイズしたものの2れた。

！何でもかんでも緑一色に着色する種類を用意した。供試デザインを山岳地では秋に木の葉が色づく。

|傾向が見られる｡lll岳地では落葉実際の景観のﾓデﾙとすると，スこれがﾋﾝﾄで,緑色は何色と訓
1期に，そのような人工の緑色が変ケールが小さいこと，3次元を2和するか調べてみた。緑色をバツ
IにII立つ。色彩感覚は個人差が強次元にしたこと，幾何学的でF1然ク（背景）に,10%だけほかの色
し､_参-.-.---隻_-----…＝

〔本の紹介』
渡辺弘之著

樹木がはぐくんだ食文化

発行：株式書社研成社”』
〒103東京都中央区日本橘蛎殻伽1-6ﾏ蝋：…・
冠03:(3669）1魂8．代表："：

2,.．.‐.｡

1996年11月15日発行A5判,122"

（本維1"80()門茅税);M.j｡

先Hスーパーで見た刺身の白

色l､レーには，本物と兇まがう

ばかりの色鮮やかな大葉と貝割

れ人根が印刷されていた。確か

に印刷ならばO-157の心配は

ないが，しかし……。そういえ

ば、にぎり寿制のササの葉や葛

桜のサクラの葉にビニールが使

われだし，味気ない思いをした

のはずいぶん苦のような気がす

る。柏餅のカシワの葉も，水害

によれば,今ではそのほとんど

がIIIEIや韓隆Iからの輸入物だそ

林堆技術N()6611997.4

うだ。

本蓄は，わが国や東南アジアの

国々において，化学製品に押され

ながらも今なお密接なかかわりを

持つr樹木と食文化」について，

著者の知見をつづったものである。

著者は森林科学を専攻し，土壌

動物や東南アジアの森林について

の論文や著作が多い。そんな著者

が行く先々で出会った樹木と食文

化のかかわりを随想風に書き連ね

ており，特にまとまりのある話に

はなっていないが、反Ili，肩の凝

らない読み物に仕上がっている。

しかし，その内容は樹木と食文化

の多種多様な結び付きを明らかに

するにとどまらず，その結び付き

の歴史的地理的な位置づけととも

に，樹木の用途や効果への科学的

裏付けにまで言及している。また，

｢市場めぐり」が趣味であると公言

する著者の関心は，子供のころに

味わった懐かしい「木の実」を出

発点に，専攻する森林科学を背景

として多角的な広がりを見せ，対

象となった「もの」の採取･栽培・

製造・利用方法等を執勧なまでの

聞き取りで明らかにし，最後には

探し求めた実物を向らの五感で評

価している。こうした内容を本書

では，「飾る｣，「生を味わう｣，「食

べる｣，「包む｣，「飲む｣，「味を付

ける｣，「香りを付ける」等の項|｜

にまとめている。

ところで，わが国の林業細牛藤

額の1/3が特用林産物でIIiめられ，
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を混在させたもの各種を供試デ｜
ザインとしてﾙi意した。結果,i
緑色に加わると好ましい色は,I

黄色,だいだい色,髄緑色,水I
色,赤の順であった｡男女間で順i
位は多少異なり，リ)性はだいだI

い色を,女性は水色を評{liliした｡：
埋め立てで造成された工場のI
敷地に木が一本でも植えられるI

と，無味乾燥の雰囲気がなどむ｡；
これを念頭に置き，ベースの色I

と添加された緑色との調和関係I
を調べた。供試デザインとしてI

は,上記の台紙に10％の緑を配I

置し,ベース(背景)となる色I
を変えてみた。その結果，好ま’
しさは,黄緑色,黄1色,灰色,；
茶色，黒色の順となった。評価1

点を兇ると，黒色は黄緑色の場I
合の50％程度であった。

以上の結果を，どう解釈し，｜
どう利用するか，読稀諦兄におi

任せしたい。

（九州大学腱学部林学科教授）I
．.………….._..…….今_._._i
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林政拾遺抄

韓国の

森林文化研究

平成8年11月13～15Hに，

トンボ帰りのような慌ただしい

II際でソウルを訪IIIした。日本

の森林文化通勤について識渡し

てほしいという韓国「森と文化

研究会」の招きによるものであ

った。現地ではl.i1林聡(II本の

林IWi:に'III'!1),林業研究院(I-1

本の森林総合研究所に,Ill当),"

よび慨|興人学校森林科学大学の

ﾉj々 との交流をもった。

櫛睦Iでは，数年前からr森と

文化研究会」がｲj志（会員数約

100卸で組織され,椚発な研究

会椚勤が統けられている。93ｲ|§

には｢マツと森林文化｣，95年に

は｢ナラと私たちの文化｣，96年

には「文化と森」の総合課題で

シンポジウムも|刑かれている。

#隊'↑行は|玉|比大学校のほかソウ

ル・I漸脳大学の教授や大学|塊の

学′|:,さらに森林に深い|兇l心を

符つ農民,m'i家，詩人等バラエ

ティに常み研究の範囲も広い。

"l'il側で噸てたスケジュール
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韓国の故宮にて（筆蓄）

述べた｡講演会には多くの若い

方々が参加されていた。なかに

は11本をはじめ，オーストリア，

アメリカ，カナダ等各国に留学

し，韓国の現代の森林行政や学

問発腱を担っている人たちも多

かった。それらの人たちと活発

な，熱心な質疑を行うことがで

きたことは幸いであった。

意見交換をした際，森林の持

つ倫理的意筏に着、していたこ

とに興味がひかれた。森林の倫

理的意義とは何か。森林に対す

る人間の畏怖・尊敬の念である。

これをIﾘ｣らかにすることはこれ

からの大きな課題である。また

III代から韓!善'にあった「封山」

(b()ngsan),「禁山」(kumsan)

制度の意義も話題となった。こ

の制度の目的は，山が荒れない

ように守り，または荒れ山を復

I1Iするために利川を禁止するこ

とにあり，わが国で11f来に行わ

れた「標野」（しめの）や江戸時

代の「留1I1｣(とめやま）制度が

これに当たるだろう。両国に共

通する森林文化の事例である。

森林文化に関する両国の今後

の共同研究の発展を期待したい。

（筒井迪夫）
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さらにその9荊以上が食川であ

る。食べ物にかかわる非食川部

分を含めて考えると，現在のわ

が1:EIにおける樹木と食文化の紬

び付きは決して希薄なものでは

ないはずだ。

林業不振に伴う|｣|村崩域の危

機がl11l.ばれて久しいが，地域の

人々の募らしや伝統に裏打ちさ

れた「樹木と食文化」のかかわ

りに再度注目し，産業としても

り立てていくことがlli村社公の

維持向上の--肋になりはしない

だろうか。消費者は，決して発

泡スチロールの折り箱やビニー

ルの葉に包まれた桜餅を望んで

はいないのだから。著朽もその

あたりを意|梁Iしているようだ。

そのためにも．この極のTI｝籍が

いわゆるグルメ本の代わりに諜

店の棚をにぎわすことを期排し

たい。

(I1本林業技術協会/!拙川I!;X)
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|｜に従い表敬訪問した,',林聴では,IIIするために利川を禁止するこ
11「森林文化の〃向はこれからのとにあり，わが国で1if来に行わ

'|韓国林政の“な〃向と茅えてれた『磯野｣(しめの)や江戸時
，いるとの艮官のご意見もうか代の「留1I1｣(とめやま）制度が

Iがい、私もわが|刺の森林文化運これに当たるだろう。両国に共

｜肋の朧史と林業|皇|､苫の内容につ通する森林文化の事例である。
Iいてかなり詳細にお話しした。森林文化に関する両国の今後

l今後は両国が力を合わせて森林の共同研究の発展を期待したい。
｜文化研究を進めたい胃も率直に（筒井迪夫）
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鳥取県支部

｢木の香あふれる山陰｡夢みなと博覧会」
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厨

っています。

腱示施設となる9棟のパ

ビリオン(W蕊建て）は，

最大のものは1棟で1.50(）

m2,全体の延べ面破は

8,942m2ですが，仮設とは

いえ柔らかな雰囲気をIIIす

ため木造としています。

柱･梁は断面'imi110cm,"

mの集成材で，長さ7.2m

本年7月12日～9月28日（79

日間）に，「翔（はばた）け，交流

新時代へ｣をテーマとした，『ジャ

パンエキスポ鳥取'97111陰・夢み

なと博覧会』が境港市竹内[業旧1

地(主会場面積19.0ha)で開催さ

れます。この夢みなと博では，林

業県・鳥取という特色を打ち出す

ため，シンポルタワーをはじめベ

ンチ・テーブル・ゴミ箱等の屋外

休憩施設に至るまで木材をふんだ

んに使用し，木の温かさが体感で

きる会場演州となっています。

シンボルタワーは，地上42m

の高さを持つ展望タワー棟（地|え

3階+PH階）とPCドーム屋根

を持つ低膳部（地上4階）から成

り，腱望タワー棟は商さ35mの

総ガラス張りの吹き抜け空間を持

ち、ガラスカーテンウォールを大

さ22cmの集成材で，長さ7.2m

の柱を156本，長さ24mの梁を

78本使用し，鉄骨，鉄筋に劣らな

い腫大な木造建築を消費者にアピ

ールするとともに，地元業者が設

計・施工を行うことで大剰木造建

築技術が県内に蓄猿されることを

期符しています。

県産材を多く使用した会場設鴬

で，来場者に木の良さを実感して

いただくことが，今後，供給雌が

規模な水格子フレームで支持する

櫛造で，風速60mの風に耐えら

れるよう設計されています。

中心の柱は鉄'|1･ですが,縦材20

Cnl×53cm,横材20cm×40cm

の集成材を|胴2.5m×高さ3m

のグリッドに組んだ水絡子フレー

ムなどには，鳥取県｢1南地域のス

ギ集成材を約17()m3使用した『鉄

骨と木の複合構造』で，水を使っ

た建造物では県内最大のものとな

§繍繍議露…§
最近の紙とパルプの動向

平成8年のわが'玉Iの紙とパルプ

の動向について，通商産業省「生

雌動態統計調査」によりみると，

紙・板紙の生産垂は，前年に比べ

1.2%増加の3001万tとなった。

内訳をみると，紙の生産瞳が，前

年に比べ1.7%増加の1777万t,

恢紙の生産蝋が，前年に比べ0．5

％増加の12257jtとなった。

紙・板紙の原料となるパルプに

ついてみると，平成8年のわが国

のパルプの生産城は，前年に比べ

06％瑠加の1119"tとなった。

パルプ用原木およびチップの供給

状況をみると、ハルプ用原木およ

びチップの工場への入荷並は、原

木が前年比5．2％減少の134万

m39チップが前年並みの3644万

m3となった。

内訳は．国産材原木が9．9％減

紙・板紙等の生産量および紙・板紙の原料に占める古紙の割合の推移

紙
・
板
紙
の
原
料
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通商産業宙生産動態統計調斑』

l)平成8年の数値は，遮帳値である。

2）紙・阪紙の原料にiliめる！卜紙の荊合=IMI『紙消澱砿÷(ハルブ消識鼠十古紙

消挫鐙十その他繊維原料消没髄)1x100(古紙パルプは換算率1.2で古紙に含
む）
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増加する蝶産材の新たな活用分野

の開拓や需要拡大につながるもの

として期待されています。

なお，博燈会終了後は，シンポ

ルタワーは本県が推進している環

日本海交流の拠点施設として活用

されるほか，パビリオンの柱・梁

に使用した集成材は倉庫等へのI卵

利用が予定されています。

最後になりましたが，『山陰･夢

みなと博覧会』への皆様方のご来

場を心からお待ちしております。

(鳥取県林務課構造改善係・

林業専門技術員／松島蕊朗）

問い合わせ先

(博覧会会場内)l11陰・夢みなと|〃随

会事務局

〒68O境港市竹内|､｣1地255-3

TELO859-47-3410(総務企画部）

IMXO859-47-3427～28

少の110万11139外材原木が25.8

％増加の24"m3となった。ま

た，国産材チップが().7％減少の

12077ym3,外材チップが03%

増加の2437万m3となった。

古紙については，資源の有効利

用，ゴミ間鼬の解決の観点からリ

サイクル等が推進されており，わ

が国の紙・板紙の原料に占める古

紙の割合（古紙利用率）は世界有

数の水準となっている。しかしな

がら，古紙利用率は，占紙回収コ

ストが増加していること，板紙の

古紙混入率がほぼ限界にきている

こと等により伸び悩んでいる。

こうした中で，製紙業界は，西

暦2000年度までに古紙利用率を

56％までに引き上げる目標を平

成7年1月に発表しており，平成

8年の古紙利朋率は，前年に比べ

02ポイント増加して、53.6%と

なった。

l]

霧蕊羅
森を守ろう

|-1本に，森林をあるがままに

守っていこうという考え方が広

まりだしてからもうかなりの年

ﾉ1がたった。あちこちにF1然環

境を保全するための地域が指定

されたし，保謹のための規制も

強化されてきた。〃llえて、最近

は随の保全といった，もっと個

別の問題も砿要祝されるように

なってきて、それぞれの種を守

るための乃簸が考えられている。

今の森林なり，極なりの保全

のしかたは現在ある森林や極の

生息場〃『をそのまま維持してゆ

こうという考え方に立っている

ように思われる。今の森林聡境

を維持していくこと|』|体にはな

んら災存もないが，果たして森

林というのはいつまでも変わら

ない姿を維持できるものなのだ

ろうか。

H然隙城は決してステイプル

なものではないと，私は考える。

森林を:WIIIIに扱っている多くの

人々には，森林が日々|司じ姿で

ないことは容易に理解できると

思う。森林を含むH然球境は，

糊に壊れ，常に再zkすることを

繰り返し，決してl'1じ状態にと

どまっていない。壊れた場所に

前と同じ森林が|厚生するとは限

らない。ギャップ蝿諭によれば，

壊れた森林の大きさによって岡

'liのしかたも違うという。商校

生のころ習ったサクセッション

理論では，極相の森林はいつま

でもその状態が続くというが，

実際には森林はもっとダイナミ

ツクな動きを見せる。

日本人の歴史の中で，森林は

常に存在するものとして捉えら

れてきたと思う。でも，実際の

森林は，われわれとは違ったタ

イムスケールで変化し続けてい

る。また，空間的にも，あるタ

イプの森林が場所を変えながら

存在し続けることを私たちは認

めることができる。森林の寿命

に比べて私たちの寿命は極めて

短い。それで私たちは，森林が

維持される機構の，時間的，空

間的なダイナミズムをなかなか

理解できない。

森林や種が時空を超えて存在

し続けられる原動力は繁殖であ

る。交配をし，種子をつけ，そ

れを散布するというようなしか

けが，個体としてはほとんど移

動能力を持たない植物の生存を

支えている。もう一つ重要なの

は随j冬が散布され，それが個体

として発育できる環境を備えた

場所である。本来の自然環境で

は，さまざまな場所で常に何ら

かの撹乱が起こり，さまざまな

嘩境を創造している。そうして

できた場所に適した植物種だけ

が，そこに生育できるのである。

だから，本当に今の日本の森

林を守るためには，今の状態の

森林をその場所で維持すること

だけに腐心するのではなく，守

るべき森林が，これから先，動

いていく先のことを同時に考え

て手はずを考える必要がある。

（随眠樹）
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研究報告第6号

平成8年3月岩手県林業技術センター

(論文）

口寒冷地方におけるマツノザイセンチュウ抵抗性育

種に関する研究一アカマツ実生家系の抵抗性の

違い

草葉敏郎，作山健，細川久蔵，小岩俊行

□1ﾐな落葉広葉樹樹幹流の酸性度とヤマナラシ樹幹

流による土壌酸性化抑制機能

高橘忠幸

ロアカマツ正角材の曲げ強度性能

東野正，中野正志，高芝俊雄

(資料）

口積雪寒冷地域のシイタケ栽培技術の開発

大森久夫

研究報告第22号

平成8年3月神奈川県森林研究所

(論文）

ロナメコとヤナギマツタケの融合体とヤナギマツタ

ケの一核菌糸体との交配から得られた子実体の担

予胞子の遺伝分析

木内偏行

(資料）

口丹沢山地おける森林衰退の調査研究(1)ブナ,モミ

等の枯担実態

越地正，鈴木清，須賀一夫

口丹沢水沢に植栽した広葉樹におけるツリーシェル

ターの成長促進効果について

中川亜年

ロクワカミキリによる神奈川県清川村ケヤキ造林地

の被害実態（予報）

山根正伸，藤森博英，斉藤央嗣，

石井洋三，倉野知子

研究報告第17号

平成8年3月愛媛県林業試験場

ロ急傾斜地における表土流亡危険度判定技術の検討

について

松本博行

ロクヌギ組織培養苗育成に関する試験

余吾初徳

口上層間伐技術の確立試験

金本知久、田中誠

研究報告第10号

平成8年3月長野県林業総合センター

ロマツノマダラカミキリの生物的防除法の究明

小島耕一郎，岡田充弘

口林地における菌根性きのこ類の栽培試験

小{||博志，増野和彦

口人工造林カラマツ7林分から得られた正角の実大

IIIIげ強度性能

橘爪丈夫，吉田孝久、武井富喜雄

筑波大学農林技術センター演習林報告第12号

平成8年3月

(論文）

口幕府御林における森林開発一伊豆天城御用炭生

産の展開

砂坂元幸

口タイにおける村落林業，アグロフォレストリー及

び林業普及事業の展開に関する研究（英文）

パームサック・マカラブヒロム，赤羽武

口樹冠幅の狭いヒノキ（波佐見ヒノキ）の表現型と

土壌要因

内111煙二，戸丸信弘，貞清秀男，大庭喜八郎

ロ日本産ヘビ類の群集生態学一同所的に生息する

ヤマカガシ，シマヘビ，ニホンマムシの資源利用

様式について

門脇正史

口瀬戸川帯口坂本産出の放散虫化石

八木信幸，竹谷1場二郎，久田健一郎

(資料）

口致死遺伝子座と標識遺伝子座,RFLP座および

RAPD座との細換illiの計算プログラム

大庭喜八郎，河I崎久男，倉本哲胴，戸丸信弘，

津村義彦，荒木眞之，内研健二，中村徹，

奥泉久人，陶山佳久，戸丸智恵美

ロ筑波大学農林技術センター演習林気象報告（1994

年）

川_l二演習林

ロ筑波大学農林技術センター演習林気象報告（1994

年）

ノ|:川演習林

ロ筑波大学農林技術センター演習林気象報告（1994

年）

筑波演習林

一一一＝一一●一ら‐－･＝●‐垂凸ローヰ中百・ローー一一一一一÷＝。‐‐一今一一一一一一●‐●令一一寺一一一一一一一一一一一一一や‐一一垂告＝で一■凸年中ロー一一令一一一‐一一一一一→一一一一‐一勺●■凸申垂凸■画･‐中■‐一一ー二二一÷一一一寺－－号令

林業技術No.6611997.4



13

●
‐ 鍵譲鍵議|…霧蕊認 クローナルフォレスト1ﾉー

最近，動物育種でクローン羊やクローン猿の誕生

が話題となり，さらにクローン人間の是非について

多くの議論があった。植物の育種では古くからクロ

ーン（無性繁殖で増やされた個体群）が利用され，

林木でもサシ木によるクローナルフォレストIノー

(クローン林業)が行われてきた。わが国のスギや欧

米でのポプラやヤナギなどのサシ木林業がそれであ

り，成長や材質，抵抗性などに優れたクローン品種

が多く利用されている。

これからの林業は，地球環境の保全にも配慮した

持続可能な経営を原則とするが，一方，将来の増大

する木材需要を考えると，木材資源の育成，充実す

るための造林事業はますます重要となってくる。世

界各地でも生産性の高い林業としてクローナルフォ

レストリーが注1三'され，積極的に導入されて世界の

新たな造林地帯が形成されつつある。

例えば，ヨーロッパ諸国でのヨーロッパトウヒの

事例では，選抜プラス木の次代や産地試験の検定を

経た若齢木から，サシ木でクローン化し種苗を大並

生産する技術が開発され，一般には長期間かかる育

種効果を早期に発揮することを可能にしている。ま

たニュージーランドのラジアータマツの場合も，ク

ローン採種園で再選抜されたクローンを組織培餐や

サシ木により大量増殖して造林に利用し，早期に著

しい育種効果を挙げた事例といえる。

最も注目される事例は，ブラジルをはじめ熱帯，

亜熱帯の各地でのユーカリのクローン造林である。

若い萌芽枝利用によってサシ木成績を大幅に向上さ

せ，クローン大鼓生産に結びつけて短伐期のクロー

ナルフォレストリーを成功させ，開発途上腫lの造林

に貢献している。

以上のように，クローナルフオレストリーの成功

は蒋実な青磁の成果をバックに，無性繁蝋や組織端

養によるクローンの大鼓生産技術の開発によってf11

期の育穂効果を可能にしたためといえよう。このよ

うなクローナルフォレストリーは，これまでのサシ

水や実生種苗による林業に比べ，育砿と施業とがよ

り一体化した林舞雅営といえる。特定の地域で特定

の経営目標を持ち，特定の品種を選定するという計

個iされた経営が必要である。今後，単一形質の尚没

化とともに多数形質の複合化を目指す適切な育種計

画がますます重要となる。

しかしクローナルフォレストリーでは商い生雌性

のみを追求すると，蛎一または少数クローンの造林

となり，遺伝的に単純化し森林の安定性や多様性が

失われる。このためクローンの混合や配置，さらに

は地域の森林の織成や取り扱いに配瞳して，林分お

よび地域としての多様性の維持が可能なように経営

技術を確立する必要がある。

(H本林業技術協会技術指導役・峰屋欣二）

I文献l第2何林木育樋セミナー：クローナルブォレス
トリ－－21世紀の新たなクローン林

業を日指して一，林木の青諏,Ml178,
1996

勝111if:クローナルフォレストリーー近年の
動向と今後の課題－p111林1343,1996

◆先月号の本欄では，「森林資源整備の目標と新たな森林区分」について解説しています。

篝撰謹識議織溌騰幾鰄乳議"、｣“
議口鰹斯重i鑿鬘樹と繍鰯-重…測って集轄を…嶬擢童譲,”…2…，"｡",2,2”
篝．碧鰯基蝋…穂の憧暴"…"亀”""!卿六郷鼈"“

: 瀞職”
霊。灘患臘鰄3":f¥W-鰻ん<FI勵患懸想繍蝋
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〃 業爵顔行雲一貴
一r一r』■一rｮ画一一千一一

月4

区分 行蛎名 IUIIMI i訓鵬l･lli*/金蝿／行リギ内容'勘

全睡’ ､97緑の親磐大使r緑は地
球を救う．ラブグリーンキ
ャンペーン」

|j･1～9月 読売新聞西部本社("MI市中央区赤坂1-12-15)/作文難集:rわたしと森」
をテーマに400字詰め鰍稿川紙2枚以1:5枚以内｡対象は小学校5年生か
ら商佼3年生｡募雄期間：4月上旬～6月上旬｡隈秀徴授筑背は｢､97J亀供
の森･緑の税蒋大使』としてフィリピンへボランティア植林ツアー(7JJ)に
招待。

MORIMORIネットワーク(a03-3476-2370)･仙閣上緑化椛進磯術(盆
03-3262-8451),(行叩f④のみ)／①日本橘から緑化広がれ(4/18～29),日本
橋を'l』心とした符I柳醤において緑の募金活鋤を行う｡②全醐のJ鶏供たらが
描いたrみどりのポスタ一展｣(4/18～23).束忽百貨店日本|蒜店他,鰊年行わ
れるr腫|土緑化述勤･育樹運動ポスタール”1展示会｣｡③フォレスターズマー
ケットr大江戸MORIMORI市｣(4/18～23),東急白貨店日本締店,全睡｜
のフォレスターや森林に側する椚報と施物の販売｡④緑と水の地球フォー
ラム(4/23),束厳国際フォーラム(千代川区丸の内3-5-1)，さまざまな立場
で森林・緑にかかわる〃々がディスカッションする。

木造越築研究フォラム(盃03-3503-1080)／すまい･るホール(文旅l丞後楽1
-4-10)/刺1組工法の今後の腱蝋と,持続可能な木造雄築確求を|l的とした
柵淡と討論会。

㈹束求圃I壌兇本市協会(a03-5530-1121)/来京ビッグサイI､(il束膣ｲ測り
3」~1.1)／内外の住宅およびli畠宅側述製IW,を一堂に展ボし.雌宅産業の振馴
雅鰹を同指す。

劇間ふるきときやらばん(a0423-81-6721)/叫立代々 木腕技場|ﾉﾘオリン
ピックプラザ／職境問題.森の大切さ等をテーマにしたミュージカル。
卿森林文化協会(盆03-5540-7686）・刺II新聞祉／城ケ崎海岸と天城峠､I噺
IEI11ilu/グリーンセミナーの上級諭座として今年から新たに開継。

第19向狩川県総合朧宅展突施委風会(事砺局；イI川ﾘﾑ森林袴FI!繩丑()762-
23-9型2)／河北郡津幡町ニュータウン井上の北／得種_【：法による住宅およ
び住宅関連擴材に閲して,住宅需要者に正しい知識の蒋及を樫1る･新築住宅
展示40戸｡人場燃料。

文化放送(aO3-3357-llll)/11比谷野外音楽蝦/"緑のある生活函をアピ
ールする鋪71n1のrみどりのIIJメッセージコンサーI､､出滅予定:i'村こう
せつ他。

棚青少年交友協会･野外文化研究折(a03-3262-7471)/I1比谷公I州l他全脳
の常設コース／｢みどりの1~1｣に樹木の名前を､1fてながらの航物観嬢を体験
する。

神奈川雌(aO45-201-1111)･建設街宮ヶ瀬ダム.[斗農If勝所･清川村･(仮称）
かながわ森林づくり公社・伽かながわトラストみどり財岡／箭川.村富ケ糠
(富ヶ瀬湖畔1判地Iﾉ1)／｢水源の森林づくり」に向けてをテーマに,参加行全
員による捕樹・育樹,記念式典の実施,地域産物展示即売を行う。

朝H学生新聞社(a03-35.15-5220)/F1然保護,環境保全などで優れた成果
をtげている小学生の団体(小学校)を表鯵する。この蛎業が1号i然に対する
関心と哩解を深めることに役立ち,子供たちの活動の輪がさらに広がるこ
とを1I的としている｡応募受{､j:4～6月下旬｡表彰式:8月23I1。

束メ;！
ｱーｽ・グリーン．キヤン|･'｣8~29ハミーン

木造建築研究フオラムホ造
杣組拙法国際研究集会｢持
続可能な木造建築の可能性
を探る」

"20IfII來戚翻際グッドリ
ビングショー

ノ 1．19

123～27ノ

エコロジーミュージカル'1.26～5．5

『クマゴンの森」

朔日グリーンカレッジ426～1().26

"191i'l打川難総合肱宅製428～5.4

〃

【11

イi

央

川

束申 GREENPARAI)八ISI ､1．29

開減15：30

4．29全睡1平成9年度みどりの日全I車1
グリーンアドベンチャー大
会

第一181L'I神奈川蝶植樹祭神奈川 1．29

中 央 緑の塁大賞 1月上･旬～
8ノl下旬

月5
l垂分 行蛎名期｜川

､iz成10年度愛鳥週間川ポ5.1～10．10
スター雌両募集

"39M*l』りこけしコンク53～5
－ノレ

_Iﾐ催剛体／会場／行リドIﾉJ容等

棚n本鳥頬保護連盟(a()3-3225-3590)/tlXiの小'l橘等学校の児竃ﾉl畠徒
力』ら,11本に生息する野鳥を対象にILI然保鰹を訴える絵両を募集。
宮城ﾘI↓口衝IIj(aO224-25-2111).l'If.i商工会議所／白イj市市民会館／俵統
こけしをはじめ,新型こけし,創作こけし,木地玩具およびﾛｸﾛ応川本製
品の総合的コンクールとして1%1雌される低統性の商い催ﾘf等。

(出青少年交友協会･野外文化研究所(窓03-3262-7471)／国立教育会館他／
本識嘩は,学校･社会教青関係群および教員を目指す学生を中心とした多く
の方々に,生涯学習の磯会の場として活用されることをI1的に.自然と共に
生きる生活の知恋を体験学習と理論の2本立てで習得する｡第22期：5／
8～7/5,全11回｡第23期:10/14～12/16,f12回｡(時間)18:30～20:30・

環境庁,"1_1本溌類保護迦蝋(a03-3225-3590).鰯根雌／酷恨県大II1ili三
瓶町多恨,(式典会場)国立公関三瓶山北の原多fi的広場／野生生物保護思
想の艀及･啓蒙,保謹のための環境管理,生態調巍価究活動などに顕篝な功
綬のあった方々に対する表彰等。

卿森林文化協会(電03-5540-7886)，くもん子ども研究所／①滋賀雌朽木村
r朝刷の森｣②群馬県沼田市篭原商膜『朝日の森｣／子供を持つ父親(子供は
参加不可)を対象に,自然の中で遊び方や楽しみ方を工夫しながら森.林保謹
や環境保護の榊神を体感する。

細全11本木材市場連蝋(a03-3818-2906)/｢1H1木材市場㈱<l･IIII市緑町1-
40-1)/r軸組木造住宅の纏朧｣をテーマに.全国の優良木材を集荷した腱示
即売。

兵庫雌(農林水産部林務課容078-362-41192)/養父郡八鹿Ⅲ｢倒木｢県立但馬
全天候運動場｣いぎいきドーム／剛内外の先進的な森林ボランティア活動
の指導省・活勤家を拙き、多而からの問題提起,意見交換を行う。

全
寓
全
寓
幽
城
幽
城

II' 央II' 央平成9年鹿野外文化識砿’58～12．16

余風|驚認騨鍔'剛全侭'":;|5｣]
令圃

全岡第10M｢父親のためのアウ①5
トドアスクール」 ②5

全【丘1 16～18

30

～6．1

ﾉく分全I価迎大分大会記念木材市522
場まつり

兵脈森林ボランティア活動嗣際52&l
シンポジウム

ﾉく分

兵、
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紗
蕊
驚

，'":、：調驚雛瀧灘撹蕊灘
撒議篭溌濁灘識難議総溌議

毅）が実施した平成8年峻林

雛畿溌議議議講議織議藩繍篭鶏懲

農林水産事務次官依命通達により，㈱H本林業技術協会(MI!'j；長・三灘毅）が実施した平成8年峻林
業技士養成講習の結果，識習修了者の合格決定と林業技士登録奮格認定が次のとおり行われた（認定委員
長・須藤徹男氏)。
合格者は，林野庁長官の定める林業技士名紳に登録することによって，林業技士の称静が付与される。
林業技士は，専門的林業技術荷としての業務に従噸することができ，今後璽典性がさらに商まってくるも
のと考える。

◇合格者（都道府ﾘi↓別，受識番号順）122名

：…'45名
北海道瀧澤埜久吉田高義武門典三宅久男杉田稔Ⅱl村械一･l:III孝一家常雅弘商坂英己
山下紀義井沼忠石川寛青森県背鳥道子簗川勝義岩手県瀬出誠一野LI｣孝昭宮城
県高橋昭浩小野善弘小山章宏柳下善一秋田県三ヶ田1li1111排川宏IIII.I忠男高橘四男
山形県佐竹弘一福島県平子美穂子飯脇一夫松崎碓信皆川定栄茨城県深瀬一男栃
木県木下弘雄群馬県渡邊恭男立柄松二郎埼玉県黙ul平吉東京都鈴木釧ll･郎長
野県大平哲夫丸山唯雄古川慶一大ll向忠善岐阜県大西裕兵庫県lll本博島根県
森山敏福岡県標強熊本県ノ|:清泉宮崎県山下政義

i灘裟義騨'@0名
北海道折笠照雄秋田県石郷岡清巳石塚英武佐々木成夫松野浩山形県東海林正小
関章一荒井弘之鈴木正藤原賢三鈴木潔金子三千栄福島県栗原繁安藤秀幸宍戸利
美宮城県鈴木健仁石森良一茨城県菊池淳一栃木県米澤憲次111口芳夫群馬県
佐藤价平長野県ill宮幸政′菅沼勝良石川県11ｺlll松仏上酷秀男岐阜県樋II太静
岡県荒木清鈴木正彦河村柳三郎二之形秀孝島根県大崎強小林備昭広島県古木泰
雄加藤健治山根伸司山口県山角輝之徳島県胆|』西美貢後真一相原利章坂東一彦
高知県田辺鶴夫近藤森兄戸出孝司木下透福岡県田中邦夫熊本県渡過修司鹿児
島県桑波田信一元村守坂ﾉﾋ数義中間伸隆

I熱穰靭鐵謝20名
北海道鴫豊司青森県山内力岩手県久保朋彦黙渕淳一．秋田県伊藤光鏡福島県
手代木徳弘栃木県米澤正慾東京都飯森平占吉田正樹池谷キワ子石川県亀井順一郎
山岸祐一福井県伴勝太郎吉村俊雄岐阜県常富覚大阪府久保豊岡山県可兒義
朗愛媛県堀井一男佐賀県中島義則熊本県山元秀記

鱗灘繍:調う名
北海道横山勝嗣青森県成田剛川村敏隆秋田県柚谷例備栃木県金｣亀祐次熊本
県 足達勝徳金井守以上

連絡先〒102東京都千代田区六番町7社団法人日本林業技術協会林業技士養成事務局窓03-3261-6638

刊
獄
鰯
お
鋪
鴬
遥

編集／青森営林局・秋田営林局発行／日本林業技術協会

樹木名を知りだいときには図鑑などで調ぺますが，その

場合，当該地域に生育している樹木の種類を前もって知っ
ているとたいへん助かります。その役に立つのが樹木目録
（樹木誌）です。

東北の樹木誌
B6判･160ページ／カラー口絵付／耐久性ビニール表紙

定価（本体2,000円十税)･送料実践

東北地方には約500種の樹木が生育していますが，これまでそれを－冊の本にまとめたもの
はなく，その出版が待望されていましだ。本書は青森・秋田両営林局が長年にわたって収集し
だ資料に最新の知見を加えて編集しだわが国初の東北地方の「樹木誌」です。
内容は科名和名・学名・雌雄の別等・分布区域生育場所・注記等からなっており，使い
やすいB6判(128×182ミリ)2ページ見開きの表にまとめてあります。

お申込先：〒102束京都千代田区六番町7社団法人日本林業技術協会顕業部公03-3261-6969FAXO3-3261-3044

林堆技術N(1(i611997.fl
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？|溌嵩黍林業 …鱗…議灘蟻遜白奉 術協会第52回通技
■

総会ならびに関係行事を次のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し上げます。

時間 事
今
云 場月 H r」

I

日林協5階会議室
弘済会館（東京都千
代田区麹IIII5-1)

第｣31i1l林業技術コンテスト
コンテスI､参加肴との座談会

5月26日（月） 9:00～16830
17500~

5月27R(火)13:30～15;30 ｢1林協第521ul迦常総会
"431ml林業技術賞受賞者の表彰
第43回林業技術コンテスト受賞者の表彰
第8回学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
第1同日林協学術研究奨励金助成者の発表
協会永年勤続職員の表彰
H林協支部幹事会
支部幹事等との懇親会

虎ノ門パストラル宗
(東京農林年金会館）
東京都港区
虎ノ門4－1－1

丑03－3432－7261

16:00～17:00

17:30～19:00

＊〔交通：東京駅-.地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え日比谷線-･神谷町駅ドIl[徒歩5分〕

*消費税増額分の扱い：実施に|簾して本会会磯および「林業技術」峨読料の値上げはございませんが，本体i11i格表

派のIXi,lf・物品および雑誌「森林航測」につきましては，増額分のご負担をお願い申し上げます。

*投稿．ご意見大募集中：会興の皆様の投脇はもちろん，本誌へのご要望．ご意見を随時募集しています。〒102)ll

京都千代IniX六番IIII7(ibn本林業技術協会細災部までお寄せください(a03-3261-6968,F03-3265-6707)｡

*先に募災いたしました『｢1林協学術研究奨励金』の応募につきましては，各大学･各県研究機供l等から合計35件

のおIIIし込みがあり．所定の癖査委ji会の雛を経て助成対象音を選考することとしております。

|＃l催した。◎調査部関係業務
3/ﾙ1，於本会，「生息･生育環境3/3，21世紀林業創造の森盤附
の碓保による生物多様性の保全及事業第2回検討委員会を千代lll区
び派Ⅱj方策検討訓査」第21111委員麹IIn.「スクワール麹町」において
会を|州催した。！‘やだか開催した。
3/17,於秋田ili彌商会館,「白神3/19,大鯏莫林業間開発林道総
l.ll地周辺地域における環境共生型合利用調査第2Inl委員会を本会に
地域雛術計両調査」第2回委員会て開催した。
を開催した。◎番町クラブ3月例会
3/26,於本会，「水源地森林機能3/25,於本会，市川総合設計事
IIf究会｣第311il委員会を開催した。務所所長市川晧一氏を講師として
◎技術開発部関係業務「都市と森を結ぶ住居づくり」と
3/6～7,於兵庫県,「森林被害に題する講演および質疑を行った。
強い森林づくりのための基礎調査」 ◎人事異動（3月311]付け）
平成8年度第31可調査研究委員会退職編集部長八木沢宏則
（現地検討委員会）を開催した。同主任調査員士江|職!『
◎熱帯林管理情報センター関係業務（4月1日付け）
3/17,於本会，「熱帯林管理情報命航測部次長橘爪文武
システム幣備事業」平成8年度第同調査第一部課長中村輝司
4皿調査等委員会を開催した。採用調査第一部松原吉隆
3/21,於本会,「熱帯林災害復旧同調査第三部山崎香織
技術確立調査事業」平成8年度第同熱帯林管理情報センター
3m調査委員会を開催した。山口信一

三協三会亘の三う薑ご亘き三

◎林業技士資格認定委員会
3/6,平成8年度林業技土洗格認
定委員会(委員長･須藤徹男氏）同
専門部会を本会にて開雌し，獲成
講習合格者122名，黄絡製作認定
者89名，計193名について辮森・
登録資格の認定を行った（受継合
格者県別名鯨は，本誌p.45のとお
り)。なお，平成9年度の募柴案内
は5月中旬，申し込み締切りは7
月末円の予定（資格要IMI:lli詰の締
切りは9/20の予定)。
◎海外出張
2/26～3/24安養寺国|鱒1；業部
長をメキシコ･オアハカ村落林業振興
計画調査のため同国に派遣した。
3/9～16小原腫l際事業部次艮を
タイ国林業事情調査のため同国に
派遣した。
3/23～29渡辺理覗,大平課長代
理，鈴木技師を熱滞林管理情報シ
ステム整備事業のためミャンマー
I茎lに派遣した。
3/25～28望月技術|淵発部次艮，
和田課長，林課長代理を熱帯林管
理情報システム整備聯業のため
フィリピン圏に派遺した。
◎調査研究部関係業務
3/7,於アルカディア市ケ谷会識
室,｢I1I中湖ハリモミ純林哀退･復
元調査｣第21n1委員会を開催した。
3/7，於本会，「広菜樹施業の椛
進に関する洲盗」第21111委興会を

林業技術第661号平成9年4月10H発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102束京都千代田区六番町7TEL、03(3261)5281(It)
振替00130-8-60448番FAX.03(3261)5393(代）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publiShedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会饗3,500円・学生会驚2,500円・終身会掛(側ﾉ､)30,000円〕
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’|蕊地瑚
飛京:赤坂回107

応 用

東京都港区赤坂4-3-5/振替00120-9
壷03-3585-0087㈹/函XO3=3589-29

-195298

02

●以乖の譜浦ほ柵側税が

繍罐職含まれてお
際は．湘智

山 地 水文学文
APPliedsioopelandhydrology

降雨をいかに効率的に水資源とするか。これは．水なくしては'膳きられない人類の大きな課越であ
る。水源地勝に|大なダムが建縦されてきたが，輔え続ける都市部の水需要はさらに大きなダムの
建設を必要とする．〃，環境この間題惇からダムの建設にも制約がかかる中、いかに水資漉を確保
していくか。このとき「緑のダム」としての森林の機能が大きくクローズアップされてくる。森林
の水源かん養機能が服要となってくるわけである。本番は，この水源かん錐機能について，森林整
備との関係を計髄モデル化し，上地利用i;|11町への応用に至る普者の森林水文研究で得られた知見の
集大成である。職林の機能を災体的に解Iﾘ'し、森林管理のあり方について提示した本蒋が，研究者
から．治山．砂防I卿係の技術臂．ダム|則係特の方々に大いに利用されることを期排したい。

応用山地水文学
一年一

■ー＝官雪■β●

林業労働力確保法Q&A

林野庁林政部森林組合課監修
A5判/172頁/本体価格1.845円/〒310

本灘は、林業労側力確保法について，

政符令も含めて制1災の全体を体系的に

明らかにするとともに．その蒜鍬や|卿

連する施縦も併せて、Q&A形式で平

易に解猟したものである。

錘

蓮フ'、

新たな林業･木材産業政策の
基本方向
林蕊・木材産業の再生への処方義から林野3法へ

林野庁林政課・企画課監修
A5判/256頁/本体価格2,913円/〒310

｢行政とはどうあるべきか」林野庁長

'1ﾔの撒術を冒頭に掲叔した。また，林

業・木材産業の現状・課題と林野3法

案の|卿係を図表を用いてわかりやすぐ

解脱した。

■野生動物と共存

森林施業計画の手引
森林施業計画研究会編
A5判,/404頁/本体価格3.0101円/〒380

森林施業計剛制鹿のねらいは，安定的，

持続的な経営雅盤の確茄がI叉'られるこ

とにある。本普は、森林所有哲,森林・

林業関係者が現行の森林施業計両制度

を蝿解するための解説＃である。

実用新案登録済

ヘ キサチュロブサ ユ ■■■■■

写 宮ら

ミニ温室効果による成長促進
淳典はM職後3年H、チューブの長さ2m

シカ・カモシカ。ウサギ“ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ
〆

可

★下刈り軽減

★根曲がり防止

★裾枝払い不要

★樅戦本激の減少

★小苗の植栽可能

★無節の元玉

★誤伐防止

化蛎臆恕蛎潔
〒598大恢府泉佐野ili二IJL1912
T碗．07別-儲-0776

1執X（)724.67-1724

スギ．ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

専用の支桃及び当社洲発の1M定川タイ

ラップを似川しますと簡liiにヘキサチ

ュープを識涯できます。

<京部研究Ⅳi）

〒613京部府久'1Ⅷ久御IlIIwI伽II1iノIと110.1

11本ファミリービル2F
'1.E1.0774.46-1熟1

剛XO774-46-1535

可h

ノ
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測る
あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

｜

P

検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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●最新第5版好評発売中／ 日林協編100不思議シリーズ
各四ﾉ瀞U,217ページ

◇本シリーズは，謹店毒お求め下さい。

、
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新刊森の木の100不思議
●(社)日本林業技術協会編●1200円

①森林総合研究所，林木育種センター，国際擬林水産
業研究センター，都道府県林業研究機関，大学ほか
93名による執筆

ざまざまな樹木の世界一彼らの不忠縦で
したたかな幕らしぶりに鱒IM./
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輝く未来は森林とともに.ノー日本の文化と

人の心を育てたみんなのふるさと森林/／

《本書の特色》
既刊

'つ執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威･イラスト・

写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ

トC最新の統計，資料により日本および世界の森林の現

況を概説ご森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな

生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載
●森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや

すく解説｡[小学生繭i学年･中学生向け］

執筆者河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）
鷲見博史(森林総合研究所木材利用部長）

垰田宏(森林総合研究所森林灘境部植物生態科長）

森林の100不思議●1010円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執蕊

知ってし､ますか森と木の科学。当たり前のこ
と、』lﾐしいと思っていたことの愈外な~'jf実。

土の100不思議●1030円
●(社)日本林業技術協会編集
G森林総合研究所，農業環境技術研究所，農業研究セ
ンターほか85名による執筆

私たちの生活を豊かにする驚くべきこの働き。

爾

●子どもらしい，どうして？なぜ？に答えてくれる
4学生向けの楽しい扇!敵材／

－－ー

私たち"郷 I

I 森の虫の100不思議●'200円
。(社)日本林業技術協会編集
・森林総合研究所，都道府県林業研究機関，農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

間然界のなかでの虫の役割一森の虫の小篇科も

l
｣

1

l
Ⅱ

I塗

I

続・森林の100不思議●'200円
。(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
91名による執筆

木や'Yiのひそかな嘘きを探る錨閥。

－－

熱帯林の100不思議●1200円
の(社)日本林業技術協会編集
･森林総合研究所，熱帯農業研究センター．大学ほか
76名による執筆

いまなぜ梨V勝林がこれほど亜祝きれて＆、るのか。

’の 定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
講
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

森の動物の100不思議●'200円
。(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所,養殖研究所,大学ほか79名による執筆

人と勤物の共存について考えきせる－森に住む
mll物たちの幕らしぶりzj,百科｡。
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木の100不思議●1200円
。(社)日本林業技術協会編集

令森林総合研究所．都道府県試験研究機関，大学ほか
83名による執筆

1，1然にやさしく幕らしに役立ってきた水の,j､百科。

森と水のサイエンス●'030円
錘(社)日本林業技術協会企画●四/六判176ページ
･中野秀章･有光－登･森川靖3氏による執蕊

われわれの幕らしをききえる蛍亜な水を1Iﾗ霜
し;争化する森ｵ木のメカニズムを探る。

●B5判64ページ／カラー

●定価620円(本体価格602

円)、〒実費
●90部以上の場合は送料は当

協会が負担します。

発行東京書籍株式会社
〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538

編集･発行社団法人日本林業技術協会
■
可

〒102東京都千代田区六番町7番地
a(03)3261-6969FAX(03)3261-3044

●お求めは………
当協套事業部まで ／
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